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議演

はじめに

韓争鞍j事における糧難語

プランスkからの与祭

ミュリエルーシャニイ
(ベル什イゴー什シカンタン・アンーイヴlノンヌ大学教授)

詳しん‘ 日 克 己(北海道大学制空j

最-W~，二、私をこのシンボシウム l二主主引するようお議"くださり、設

予法という、弘がと打わけ愛清をj主いとテ マII}を丙考 Tる機会を与

えてくださった関係者の!;々;、なじ干し巾し iげたい J そし亡、今、

lかかわる+1ち日月げ日首をしたのであるから、荘、[土、このみ口]で前をすえ

けようと患う υ その際に炉、い浮かべているのは、ぃ…e ある i%~始、プラ

ンス流のある結婚である戸涜1岨主主の /¥ブランドが、正胤に結婚する

ことドなったにこの理性l基dゴくf72主的なげ'"沿(，'よって、われわれは

力を統合した。販売のたと ー購買の怪jJ..Cある。いまやわれわれは、

われわれの供給装者からの友仔lドjなす辰之J持いを期待している J り

結婚のブLレドン kが1刊であるかはごfJ先!のはずである。新婦にR告られ

る結締祝いの賛JiJを分1:1iするというのは、慣れごはないだろうト〈

事潔U:、活このつつのう九のしずれカである.つl土、皆併が円発的

にふ，rUiflを支しいと問、し¥新民を主主}J(j七と思って、われわれとともに餅

:1: MじIL¥(;i¥Y，1Jyοildι111 ('οi1'，'Ui"γeJ1!"{'パイroit("i1illi!1-fn小 sけ!ligaiioi1s，)rl:;'， 

G 児sr~n. Diilloz. cull. Nou、民bl.l;，.. ¥'01. 32. '2み04.'，f-;~めにお :j る J.:J. 1; O)Jtt主持lよ、

百苦手H'i百まえ丈ものであゐ
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競争秩序における債務法

礼を祝い、すすんで分担金を支払うというロj能性であるのもう lつは、

皆掠がそれほと、気IIリが良くなく、なかなか「うんと百わなしりという可

能性であるのその場合には、私は、皆様がわれわれの商析との収引によっ

て実現している取引高の大きさについて日立を喚起し、また皆隊が出し

惜しみをする場合には、われわれはそれを記憶に止めることができるこ

とについて皆掠の礼意を喚起しなければならない。そして、製するに

戸でいうならば、われわれは特様とできるだけ早〈手を切ることになる

ということである。

以上のすべては、言うまでもなく、歩に属することである c 布、は大規

模敗完君主者のトップにいるわけではないし、だからそのような結婚をで

きるわけでもない。しかし、このようなタイプの行為がなされたとよれ

ば、それは、供給業者、とりわけ大現模索者の購買の権力の内IJで不均衡

な状刈に聞かれてL、る小規模供給手住吉にとっては、まったく悪少という

ものである。

以上とは別に、力関係の不均等性はまた、まったく反対の)Jl白jで作用

することもある。口動車販売の総代洲市がその収づ|両のすべてを 流

メーカーとの取引で実現しているという場合を考えよう U そのような総

代土甲府は、契約相手方である一流メーカーとの閥係では、手足を縛られ

て、その意のままになっているという感覚をときおり抱くことがある。

このように、事業者が契約相手方との関係で劣位の状況に白かれるとい

うポ態がありうるのであって、それは、例外的なポ態ではない。この不

均サ性は、契約において具科、化十るつずなわち、力関係において劣位に

ある器約、円1打者にとって不利な契約条件が課されるのである。

その日寺から、事業者にとって保識が必要ごあるという考え方が地歩を

占めるようになる。しかしながら、債務法によって提供される保護は、

事業者を渦i止させるにはあまりにも惇かでしかないっそこで、事業者は、

寸法者に訴えたり、競争法のようなヰal]i去に訴えることになる cそして、
この要苅は、多くの場合、聞き J1li!tられる。このようにして、外国法や

欧川共同体法とは異なり、フランス競争法は、!ムい射程をカバーするも

のとして構想されるのである。

フランス競争法は、百うまでもなく、市場の良好な作動を保全するた

めの規範を含んでいる c これらの規範を、以説示的行為に関する法
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l背 滞

日 oiiC(;S prai:quι:-:: eUILil'ulll'Ul lTl:liclks) または白 1'1説予に閲するd-、

(cwit eε13 libre cOGcurrenct')とl乎ぶことにつl、て!よ、異論がないと戸つ

亡よし~じがし、それだけ εはなく、 ノランス続ノfi士はまた':~l!: k/-J関

係の去、ドおよび均視;fJ二の惇{長、 J美子耳すれば遊済手i:t~ t::ノ本の保護をは指

な行主規〉トーを台んごし:る， アブ〉ス長正予;jdこ銭円itを主IJ印するの

は、しばしば鼓i'i制限了おに践するiJ当 (dnlIi:d出 pratHj山川出tnctlv一出}

と名づけられる "y';はの干の側市なのとある U 干の的目性i土、 ;主の午E

誌論文や博士論文を通じて、学説によって批'1)されてい足。二十~lli士、真

のit7.'Y1位、¥のv土克を両足芯L口、る~それによって、誤った続手話、に属

するものへの異μ誌をより説得lねJ二しようというわけであゐ。

フランス競争法的ごの将伎は、 lかしながら、品市のH*IJ(，もかかわ

らす¥合おしふとい牛命}Jを保ノしいる c互の作品を了i[ii]給機にかけ

よう 77ンスの:，iJ、告が、紙くこ炉を知らな v、不断。):浮力の勧めで

あるこの成勺に従うという渋7きをしたのは判4かである。大出模板売業

百」とイ;開?奇三百」との関係l関心キ7ムいうコ、ブラシスの土者:土、競争品t

:a~Ú(j行為;こ認可;;;，iJ、を絶えるこ Jなく手白:LL、同古化してきfーからで

ある、己之苧が相次ぎに円 l 、競午持活Ij U~ ~，止、 ζ を増し、 EE7れさをよ官している J

このようなお日Jiliキ去のインフレ、ション:こi白凶「ると、債務法:こ説守r

，fHτの~で来たすべき i主計があるのだλ 弓 j)，という疑問がi勇くであろ

う〉実祭、何人聞の同{弓に闘する誌、「利己主義的手IJ廷にか7トわる法"，)

が、とγノような 1，1にお l、て、市場におい亡 なか℃実現される

ど これは、持市話、の改半を定める199七千H H 1 ['のγ、伊c)表題に含まれて v
ω 支"~，ごあふ口
むしたかつて、続下法l之、最もは;く託けよ、れ lコれた去はに1'f，え:工、 I1分で

はあるが逃岐にわたりなし競争を確保するごとをl;J市とし亡、競争J主的におν三

どが弓二五弘に迫lヰされるほ、坂誌の総体」全含むの cあゐ…

ぺ ¥" ，t♂えl工、若1q，L lDOT， "L' コ l~ )l ~'lc l!l~川山1 (;W:l rlc L-l 円、)(:lrn'j引 Sl11

le d:'oi~ du c-oni:nlt'， tすl正;ノ刀(Kp 討8り

とりわけ重要な法律とし u 三9G乍T，i--J 2.口びJ法伊、こ内01干日付15口の 1去

!と、 !:O(旧王手伝月三ヨグ);;，:4ートなど刀、あ，LJ 
氏 H.cl L. r-i[i¥.ZEへUD，J. ~\，~j\Z E.i\t;~). "し F.C1-[i¥.B;¥S，L{!("υ!1S dc dnii ci~;ìl. ~. ~ 

引 )1，L ぺS，-，blig'dioJ1s， 9"， f-r.l， pιr r， CTTAflAS、fOlltch;，，'stii:"ll.1 99?<， p，:L llol日 2
~lìJ、 S8 i;;'.'J，94):::日Gヨ



競争秩序における債務法

集団的現象である説うもを把握することができるのであろうかつ 特別法

の出現目体が、そしてさらにはその発展が、債務法が競争秩序に介入す

る点で小十分であること、さらには完全に小適格であることを祉則して

いるのではないだろうかっ さらに、不|分性であるどころか、債務法

は、説予秩序にとって有台なものとして現れることすらありうるのでは

ないかっ そうである以上、疑問はますます強まることになるu 契約は、

続苧を破壊し再定する道具の 1つではないだろうかつ もしそうである

なら、私の請は、急転直人結末に向かい、ここで終わることになろう。

しかし、そんなことはまったくないc まったく逆なのであって、 fキ禄

をここでお誘いしたいのは、 R法学者による一種の溢き返し、あるいは

債務法の復権なのである。

債務{去の役割は、今日においても、叫祝しうるものではない。それは

さらに、将米について、この学問領域にその力量のすべてを発揮させる

ことを望むと 4一れば、増大4一ること 4ーらありうるであろう。一般法とし

て、債務法は、特別法のJ1sR告を制御し、その範囲を限定するための道貝
であることを任務としている。それだけではないc 債務法は、特別法が

そこから右想を得るべき模倣の対象でもあるのである U すなわち、債務

法は、同時に、特別法の 量的な 限界を両し、かっ、その 質

的な モデルを提供するむその点に関する展開は、実定法に照らして

なされることになるが、それだけではなく、将来を見通した考察を組み

込み、また禿展の展望のィ、唆も台わせてなされるべきである。

このように、債務法は、特別法の欠txに対処よることができるだけで
はなく、 1，<1様に特別法の具体的諸欠点を緩和することもできる。すなわ

ち、債務法は、説予y士が存在しない場合には、内ら説うもの規制を確保す

るとともに、競争に関する特別法に存1+するさまざまな欠点に対処する

ことカミペプきるのであるの

それゆえ、債務法は、まず競争的目1Ji;去の代替物として考察され(1)、

:山、で殺すl特別法の補完物として考察される(II )。

I 競争特別法の代替物としての債務法:競争法の欠紋への

対処
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l背 滞

f主ji'ií1， i土現イ上においてすでに、波予特別法、Uノ1~十干物としぐのf吋f? をノド

している υ というのも、特別の荒むがない場合において、 f主務11:(よ、競

ノ'[1'r)乃花司主査を時1忌するからである (A i cj引しらで、ぷ来や予測するという

主主 l行から百え:工、債務次 l土、流争符~JI;法の後退を rlrm~; ずるであろ与コ

債務 i1~¥よ、説予特別弘、グノ[限界を|南するからごある L巨人

A 競争を誠撃する道具としての債務法

債務法i士、疑，'もなく、競争を調整する lつの道凡である 実際、債

掛d:l土、一方で抗予を抑制 jるが(1 )、他方で絞?を活yti七寸るので

ある (~L

1)競争の抑制装震としての債務法

手Ui'lC ~，上、民事不法f丁為京 f工から il\発して、まず不iとまたて :IJ~論を、

次いでユ;色々行為 \par<~" It lsme ブ] --; 1ド 祭 IU*"布を字了ちすとた。

それは、競争の自由の行きi邑5をel:1抗するためごあったυ
ノド正競争訴託J:i'J)i土、吋白の名布、をば-，てしるタ;土いえ、て?竺行為を球

出とするか1害対1 と[，， 1様に、民法 Jl!.-;高 1~-;g2-:条および第 I~b:j条にどめられる、

ブ万 ト i，h'.llieJ に茶っく不法行為E翌日にその茶磁を良いて'.'るロ

検言すれば、そのIJi)，白のため;、プオートのイfイIヰ示すことは'12'要であ

ると Lても、 アォードの科組(土材忠に公らないのである n rji公る軽中や

附怠でよL打、しゅ、なる厄[文|おさ言語なも法求与れないコ

フランス問内法ゃ故'Ji':共同科、法を起:町とする¥'，1法的介入がb骨太寸るの

l ¥七似して、これらの訴梓の領域は縮減されてきれ， lかし、ぞれでも、

での制球はなおlムんなものであるハ:寺日lの説、丈がないr品fkにfよ、続予の

とりわけ次の :':JiJ!.'会参 j伍 しの，11.17付1.1告別!日Ii . SOc:JDEC ¥'叫(.Pn川 C

Al:iance. D， 19ふろ芯Cll~ P.l" P五;:l，obs. Y.Sぞ了l札

:i' 二久 (n'r:J;~又を ;t日ι P2.ris 18 f'ld~ 1~!89. P?，r~Ulil示 l:lH(;::Uの， ， J -) ¥'lVIER. D 

1990. p.340， l1flLC L じ¥DIET: TCl1 .s 1日当9.][ ょ)6U，]jf)与， obぉ j λZEM，¥ ， D 
1!191人以n:口ド 7正ob泊、 SE1¥IU¥
り この占に最近及するこJ()~こして、参階、仁ρ ，11. :3 -:11ai 2UOO. S"¥ ¥Iil日):【ι1C

Saint-¥.'i:-Jに円:c 1¥:1りuli). s e 11ドacifiquesud， CCC Juil 勾(j()()， nulll. ob芯 ¥1 

"U¥Li¥lIklE、IG-N.. ;I.L 
~lìJ、 S8 i;;._'>'9~):::日G6



競争王立':'におけと iJ-~{f;:s U

}二:11'ワ行使におv、て事業高に認される諸義務をJ:t'.認する役目l止、'I'C例に

長竹ることになる。裁判所のァ1)'1、によれLf、l古京手は、 lつ乃ゲ、ムでめっ

て、 1れの宇べてのゲ ムと同様ι、公疋 ~;ovallté')という 般的な義

務ドその基牲を世いている :Il'，この公，1義務への主反;土、民法的第13沼

粂13 ぴ第1383条の制点、における 7'rートを総戎寸る f

?と:IsJ事I清;土、競争it坊に7戸かわるだけで以ないコ :土、それに

加えて、 経法!:t活へのすべての妥万1苫苅lお!?ゐ公正義務」がiuj辺l

なっている，それらのζが利得目的で行動する以戸」、その〈五うな式μ務

が問題になるのである 1に続減トj害生行為 11の位、却は、もともと (r上、

平業者の乙/iAを保護すゐために情/ぶされたものであるが、ぞれは、とり

わけ、あゐ争当主:tJ'の行為ご、での者とibLノf関係にはない似の卓宗苫を容

する性情の行為をえで象\，~ Lているn この法王町立、この l止と不 l競争苛手

権に関する1里青f::i:区別されるのである v 判例jによれば、こ(/)iJ、1型は、 Iあ

る絞済?イl'ウヨ、 1血の H与の努力やそのノウハヮかよ)'v '泊、なる WI~ もなし

l利益イ干狩ることキ:r"守とLご、 11;¥じっ王体がJAコた品、;、反入するわユドつ

れ:体J(，:関係L-lいるい ~その適rrr%白減l土、技術的慌i設さらにはγイデイ
アグ)校倣ウ ス;こま されてきた引に

不正波予および湾当行為というこの口 ぞ法務官法的.f軒ア寸法的十品成

i王、民事責千干の規範的役令::1，.:特有のものである。この橋氏:土、競争千]為

(:1すするュ産切&コンドロ ノレを IIJjJ~と 1 るただ L 、このコントロ ル

lよ、 J~Yペ:二七、 J、与れな l 、ことが五、l泣℃あるし治 i立にわたるなら i工、 L 出

る侵r市ーをもたらにごしまうからごあるわ

1(， 前掲;:1:(8'-，の Paムis18江出 198:)，Parfullis U~garo C-J' 1. -.1れもier. :1-;;:活(許

水J示。〉模悦ケース)

:1: ドh.L;ら rOI'I.;\;':"~IJ. "1)(" ];l乃p{o(;ficitf'dll pr(illlh'ωcO;--，curI.(';，ti(-']"' in f)叩 i1

rlu l!1arc!J;; r:i lI!川i('ommUl1 deぷ οUi;;::ii:ms，Coムlυq':l:d(ぉ 2，1--2守 OCL. 1907， 

l"ll刊行1引役じぜ?削リumall.f¥TDCOlつ 知-)k，p， 0:仁ちph'.P叫t

i】 i じOalワ6jafi¥-. :999，只LCCZlnZl¥'CSC Ce <1. C "te 1目立uri"scricsdu CC1~irc. D 

札口 1999. lloLi4， p. ;-;G8叶川C.C~ll に1'.\. ; D. 2IJOO. j).8l. llOll' Y. Sl'J'ra 

リ COI:1.3U janv. 1996，日九 l'ょcurs行 lairsc ，1 Officc i.:('(ょlandaisdcs prodLlits 

L:iLi刊九 D.1997ド 232l、Ls.. noL:-Y. S:'lTl . D. ;:[r. 109G. Jl. 25i. 事案で刊短に

二 た引は、 !Lιのコピ ごあと)

二日社52己主}.:.)2にι5 LG 1 



l背 滞

場心による読手のiJ き~;:;;r，ぎを引っリし、事業高を j'r設するために、さら

に、 .Yi約U::!)テケゴノクから出資して、台品、にぶつく競争制[裂が与えら

れてえだっ契約「の約定については a れ祢lまちまち。まとはあるが、μ 、

2つの基本汁をいり[)ずることができるそれは、経済的ht)1-:体;よっ

て迫辻、ιれる 111;;:シ結びついている。寸主わち、 方ご lよ、成業~;:l、止条

rf[ C::1a11日{注 目立山町llrl日 ce) によ Jて、庶介な競争者となりうる者

をよ!ー|注するごとが11)抱になるハごの条頃(止、半純に 定の職業活動行使

を禁止するのである 1') 他ゐで、排他条項(，，1日間山 ~'ex::lusiv:lèì に

よって、 ぞの債務主は一定の活動を1て，1されるわけではなしもが活動の京

総を制限される c IJf 1tt条;J-=~;止、第」者ιの院で 定のタイ 7の台立を

手品することを妨げるからごある ο 排世条.111:(-土、ふのように L-c、ぞの受
任者にえでして競争石:ご対する後工を惰 I*~J るラ J民百 j れ l工、 iìíi 苔幻授

業i蛙:1'条」頁による市1J1l;;は、その債務省にれしてなさなし f責務J を諜ヲ

るロ 主主争を控える」ごとにかかわるわけであるから、これは註大な{古

丹?であるυ 役者の主;H位条項による制限は、「排他条項の↑討を者と契約を

締結する Jいう lな寸情務」お土 rYか他条 lムの債権告の競争さ円契約を

科(J'私 Lないという「なさなν、民JZF J をI，j)~守に合んぞいる;!;， υ

に対守るこれらの引限には、その多様i"[を超えて、 われわれ

が関心安持つのはこの点であるが 共通分母があるに

呉第lB';条第 1J;;にま主f止を日く起泌をおっている Yいう

こいう民法

すべて共

通してし aるのである c H条項に基づいて、 l泊江、に形成されf二台ιlよ、

u 営業irl間三世禁iI条JC! (::~ausc dc :"，-(l n-ré~;}\)liSSCILC!:tJ己、読業禁 11 条項しり

一つの特別企設鉱じあるコこのヲミ羽は、ある，=-業ジ〉議成人が子のぞfr(:相手万と

2i;.争関係にぶつニうな宮;とを;';院[ないことをネの相ヱjJl?誓約ヲる約疋を告、

川としている。再刀1I入渋止条率九、LdhC¥片山口 rhtl"lili，tt-Inll) 土、そ号約慌の揖業

禁11をAめる条哀の 活グ)ミ ゴ;L7"以で、{古務官に競争すべてを禁じるもれ
ではないが、脱';'1I-U] i-.í;~ にあるぷ業襟品で -;1ーの柏市を捧得して、、るもの fを限

!寸るグノνーゾ l に}JC;;、する F とを禁 ~l::-qるものじある A

" 読業主主条羽l土、債権~-(."よけて民間されている経済活動 J 説争ずる巧て、

i責務音が淫済日動を f二つことを合止するわ司と~瓦されむの

H' i ヌとIiIiA，Ii七p.COlll.， V Concurre:lC2 (o:::，liヌ己(10nc:e 110nごoncurrenCe!，

199Ci， p. :2，山11ce p. 3，山dS

~lìJ、 S8i;;'.'J， 901:::日G全



競争王立':'におけと iJ-~{f;:s U

それを lJ った有の慣で、辺、停に代わる L これ ~l 0)波予高IJ阪の土;持主体と

してf支点〉ているのは、 :Yi約上のテク二ソクなのである口そうである以

じ債務一般法が、少なくない部分について、抗争の j)~約的制限合規律

L、「競争法(j)Jつの伝活 'J を情表してし、ることは、 fてら驚くてき Lこ

とで!よ主し、ハ

競争C')長'約U'S市Iilhl土、 ，う勺.'}TitO)料法的じと臼を千三官するもので以あ

るが、 i古f声者 i とη ては有用t:::.7うずあるので、判例l土、 つ，'1の名にお
いてその右効性を:包めている JI;fYUは、他ノらで、その:liJ皮内容と行わけ

迫以内場合のサンクションを明確にして」、るハそズしが有効であるとされ

l=~.-:):}1から、主主業宍~ 1~_ 条;J-=~;止4h重されなければならす戸、その i脅反L土自ょ定

法の主て，にガLってザンクシ j ンを課~J， I なければならない J 債権苫 l人

契約不版;Ui対するすべての斉子設を、少な〈ともそれカ j-rTFi:tマある

t き;士、利用ヲる二台ができる、 J~己;えの被害告でなったず'~;f'.Ì当事苫は、

司、夜行のj::\弁の抗~Pll 、契約解l訟の清水、出'i*;~Jìサ占の請求誌の千円、を認め

られ、必要があるj弟子「には、 441約に持入するという煎I.. .s'ゃねっておいた

違約罰条ぶを1&:1;)するよとができる内さらに、その詳が、 fJ'l物形践での

;0thを，~択することもできるといつことは、バ'IX，へのことである v こ t しら

の救済と主主台Lて、共諜Lと稿 者均九、るお台には、そのィ、法行為責11

'y I日及することも nnj~である

他方で、契約当事者が{可のí，~めも Rカ毛か r た功会であ υても、設判

所lよ、 L以LiよL律上叶i然の競業系1トー義務的存存を認めている。

ろさ約の 主主l:í挙手;ニ叫~:;tしるべ主 I ~ に f;，~ ~.-" '-c j)~約がit黙してい

ると ct~ uそれ;fよって主大な経済的結果が生とうるとい弓のは、本

当のこシごある l その点を納得するとめには、し，，~つかの間を挙げるだ

l十c 分である~主大 を千丁った寸王者を12えてみ4うc その

者 l之、卒業委託事が説う1 行為を行うならば、主主えな宅t:1'~苓絞る「あろれ

I，'Jぬに、辺 l'欽の除』ょに伴う151かU!'Iiiを攻得したものは、!日外一下お上ぴ議

17' Y. SERR えによる表I~，. Y. SERR.'L "Lcs f(llldc l'.l c~ U:， cllc rc山口cdc l'ob 

lîl~a Li(l ~l dに l川 l仁川j(:jje'rC1CC"in Dr(!il du m!山 h，ノ ρ1111'011 r"抑制川 desol)!ig!ili"出

じOJJOqllCdcs 24---25 oct. 1997仁川Vげ si:J:dc Pcrpign8;::， J~TDCo El. 199.8. p. 7 ('1 

お， spcc. p日

二日社S8(仁波叩)2にι3 12 J 



l背 滞

浪さ才した会字上ぴ)1斗終常防ぴ)説子 i二j白iオ|するならば、 これらの扇子 jJ為に

)..1 Lて下めコ右衛ねi白lを;茸じャておかなかったことを役る二いあろう口

判例によっY採用戸れた茎htりけの i つは、民法典事1l:l4~生活 1 反で

ある Jこのt克己:よれば、1t玄(士、 誠意:やもってほεbon【日 Itlj) if託行

されな IJればならなし汁 J この13え方のいくつかの現れをだノ、上に見

出すことがで事るコたとえば、会社持分の譲受人:土、しばしば公l義務

lニniJけをぷめることができたムヘごの表務は、窃宇供給契約にお旬、て
も :nJ 依にき全日立さ才L ている J ある詩:':'-uw~ ~::.よれば、:会↓実委託者である供給

染者ご、 その被供給Jfごあるほ才少美子号に正J 、民主:を 'jえるような新

fな対争条汁→を↑乍 f)fHしたもの I手、契約の緩行を誠意を主ってfiつ義

務を慨工::L，たごとにな/;〉 ll} 同様に、辛業受託苫ゃある販売業右l立、

その契約制子hに討して、ノと :'.J主務を負う I?(1; 

以上のょっに、担約当事JZl上、また同様;こJ&判所l上、イ青j治?)、上の資源

te事小法行為責任JJよひ契約というテケニァク を、 7きのR1:、引

な競争行為から荒業者寺保護するために出y弔することができる}ところ

で、競争は、単;こ!責務i)、に上って緩和される戸けではなυへそれはま庁、

法務ιi， によって活恒化される v この点を次 i こ内討~~;， .."] 

2 )競争の活性化装置としての債務法

契約 l責任と Vゐう債務u、の:IJjli なる itl 反 l土、紛争の活 t1ヒ-}~:m: を総点

しているじ

とりわけ、抗争のlfii注力こいで現れるのは、ろさ約である J におし、

て l土、 ~*~Jtゴ由と ~*~Jの拘束 fJ という 大原逝去、認められるが、 ニグ)2 

iR25L断、じ

Kくη lρJハCHり1.;3¥川uι11.c i ハv.1V，ワ G 今t令 l口Iり 8f“3 十 J 、し..:PH)9自! 日 l(以川0:-]【not(そ 、1.K [ιell、i¥ .. Iじ)λ fi 
1刊日悌 p. 8~日H川1 コhs日s、¥LJ京主引Hl;¥RL口). (1Í企、当業~/i色首浬」主5 に~*世られる百読吋務が向述とな円た

lド Con-" 19 (~合 c. :~l民J. s~é\AG ，ム ~dlce c ，，' L.Jbourde::tε!日d1.ci¥-.l¥'， p. 219， 

!lO 3~7 : D. 19)0. S01川、Lp_ 3Gヨ， obs. D. FcrricγRTD亡199ο，，). G'l9， 1l(川， ubs. J 

¥;cs"tn 

:?r!，'， P，nis 17 jλn、-:9tlヲ ii..LurP日:';，:tlCCC ::knclc，:u. D. i目的!山CIJll日 3ぷE
ハ|、只[)1'，了]引

~lìJ、 S8i;;' ，'J， 88 ，:::日GZ



競争王立':'におけと iJ-~{f;:s U

つはv、ずれも、説干の}二:11に炉ってぶ口j欠のものごある n

m場ム1斉lよ交換に阜、礎をi自主、交換を通じて市場における再の流通が
行われるれところで、交検は jーベて、ろさ約締結?とニ47ンご行われるのであてユ

て、 42約刀、、交換ZE正立のためのほ拘:且c'となるのであるにl 市場(土、か;

し仁、ろさ~?~な L には手立守mすることカイできな '"dJ'品手 \':1:斉につい仁口え l工\

ぞれr口出 しには存在しえないのとH誌に、それ b出な

|で吟ませるわけドはいかない

ミ:CJたの媒介千i 宣'Y'ある}~ li司HIに、契約はまた、階層化された構築物を

支えるものであコて、ラ士山に4っ ζ、f袋内・余栄悶の諮問軒、の編成-!J"

可能にな〆乙のである。二のよ弓にLて、トット '7、ク、たとえ ;J流l通トッ

pワ』クi土、 1昔料、lた諸々のfT昔、として立引る，~'きして、をの百E怖は、

「普通渋(，:{ù~って、契約的 í ~実現される J，:'/'ここでもまた、契約は、「宮

の流通u)i 1 ，~ k i:j，lrj:t;nド)7士道具、 モして然低活動の足、卒、午jメカニズムの

Iつ"刀j とし亡現れるのである。安約のド1L斗i土、疑う余1rJ，なくも不"J欠

のものである J

に、 i'J:(;(j f;--i頼，1:i'J: (;(j 't云会;こJJって、契約めf句史カが必安であるぺ

少なくとも IÚ 耐え換におして、制限 1~ 人 ~1 (JlOlllU白山llOllilCUS) であ

るい4、その同右の干1]'六によって言。かされる。ネ子済的人間:止、個人 L

義的かつ計算内edfイ!と[て振るすfう出 契約 r，c係が~;Ii (f~: ゐ 'í 初の

時点におしては、契約当事者のそれすれば、契約締結に利廷を見出して

l吋 3かもしれなνL しかし、そろどとしても、この利低lよ、その後、状

況の徒化のまま l、たわ品、変化する q それに応、じ亡、ろそ約への愛析は、

さらlF l土mえ去るコこのよ与 i'~て、~約の 1I主h が危険 ;P さレっさ

ど~ りわけ参布、 I 八¥IlC日.ヨ:J 仁αo苅日恥MC工内?刊刃5町sr:制t山u川xar: に!l!叩おjηl川/行?仰rη叩}
p肘"円、← LCむ:1川)刀J，1ω9卯}附9問日「炉札口七1.y C; :-'¥' CI N流泊料t宮山諸形態の花不にコいと

(土、とくに、 p.19 cl三わo7 cl討を参限。

主~r: \L\. !A! dfOi! fmncr川 de111 (勺NC1!ncl'l:'，'(!.PlIF. colL Tl1(')['~S. 1989. :) 

21''1. i:O '12G : L. ;，LnicJ--(:OS:11仁 lh. Pょむ、..nOl. p.93 CL:L 110 l~)C 仁 1 'i. • .dc [引ょ

d，、T:ll、nl円、nLnllL，:，-:I dll r(~o;c ::llX ，> 

tセi-'h..¥.lALAUdE et L. AY.NES. Cωrtr'l.ts ci q抗ls1-conr叩 tS.jJ.IO.no 13 

::'1り) (;. RE牛~)ERT、\， Lα I印ιゐぷ!Iルμ叫μIαlμCι引iωs/cs οみ何liぽ8αlμf叩ο叫11-ω芯 円1叩十叶q

…eλイhi.19940. Il() 41りJ，Iρ、/4

二日社S8(仁 3(1)2にιi 11ハl



l背 滞

れるのごある ρ デリレケームがきわめど止当:こも指摘したよゐに、 I禾r
b正lよ、."...世0)円 Jで設も将ろいギすいものど"，)'，

定の時点~C~:;~殺した 2 つの利益l止、かくし可、多シ、の差{まあ

l 、れ不的l対、'rするよう l?なる "J能性がめるコそして、契約ぺ'Ji省出

方が債務の履行を摂んでいるのに、他方がi\~10，i奇から返れ仁しまう寸前t

mがあるのであるコ必 ;土、長!問問。〉努約についてとりわl了安勺する。
長いi時間が経必ずるにつれ、利益な裂の4f然件がんさくなるからである

y ころで、ワーえ J 百索を尊重しないことは、道徳的日11位、::1]断の問題を

超えて、終1江中間においと有士ごあることが明らかごある}

日からJ;:!.れば、二のような行到し土、交換lクむこ約務の伝初;二対ずる脅威

なのであゐ -tぐれてヲド米予測の道具である契約l土、ぞれが忠五に履行
され争いおfTlp:立、もはやその服務を果工さないれ担約幻Jぺ子公述成に

対し亡のしかかるこの脅威にぶって、(~ li)わL了!向たかヮ特妹な人i'IA0.技

術院‘"'~融約な尚子段を動員しなければならないとさに、契約 I~I係に入

ることキ思いこどまってLまうことがありうるの守おるυ

]:(11、告書II引粂 1J.Wが介入するのは、まきによニにおしーでである〈 より

規〉i:止、 J見も断凶たる表):!.を):，¥ 'ている v い45長のテクス l、が力強く述べ

るところによれば、 l泡j去に7f;，1立された合引止、それを行っと苛に対し

て;士j:it1: fi:わる」のである it的法務刀にそれが引き交付ら礼たII守点か
らそれが実:~'JJ60:こ隠れきれる時点まで、 ]10点jJを17;ち、そのように〕て、

利誌が気化してしまろというポ!きをす'1 ' 与え込む。;つ~ミされと約務の皇室主
を?口 j"，すること (~l っ亡、 Y去的、ノステムは a 土当半者の十号芹の{言析の

l宇治守 L、そう寸ること仁よって、流争を汗!性化するのである U

競争l土、競争的何怖という H";で衣現される競1，'''''、の持利 !.drοta .:.三

出 L ])U~K;;E; fl.L f)c {:1 divisiの口 dlftaf!'ail so川αl，PT 1I十 引;:1.qLl出i…ige，19:-;U 

4e eo.， ~ 996， p. 1 s1 

内 「交換」の需:.'"、ここでは広.Jt合、 r~ZijlJ 同友ご用い九れといノ)0 ;¥ 

汚IENAYI¥'1ド Princi!1i':守点 COilCHJTCIlU'，FC'OIlOl-;lic-a. 199氏 p.J イ 9 を呑~~.-)次乃よ

うにおべZhnl 交換当半者がそのれ求?を lど宅 lこ履↑しない同介には、 i 、 -f~-:¥0;])、
蔓延することになる U そししこの不fciI惑は、取引をより I-'~~価なものにし、 χ

J貴志 f~l>平させて J まうドろう。」

UJ ~lìJ、 S8i;; 却t'-)日以)



競争王立':'におけと iJ-~{f;:s U

CO:1C¥.1、 rCTlCC) (1) を判例が l設立(J)O:lllCfui; 同念のrlrに発見ヲる

ときに、主らにJ品目化3れる，2ヘ訴訟吋ポ者の名を採 Jてユア ル

~H \l(j rd) 判iλ としてお|ふれる長わめと1\ rr な判決において、半l 測が千了。

たことは、これである :!N， 1992三"1，月 3Hのこの判決仁おいて、波棄

ゐよ高事部IJ、1r i由販売:;'1~:fJ :tfi t_号の契約軒1-;方であるノし売のブ1jァfソ

シ2 閉ベト U117ム 'BPi とし Aう石油会社との聞の訴訟についてと1)断

をトすごとにな勺た r寺k:~;!t(止、 !L充とあるブ ，Jティッふコ・ベ l、口 ，J 

アムネiを次のようにJ内件した叫すなわち、ブづ 5- ツン L • ，¥ト ni)ア

ム?土:土、 BPゾラントコヮπ油販宍It;r干J1Iとの何で!日?まされているの(:;-r1] 
の判主体系 それは、近隣の大同様苦言者との i:;庁たな説争に耐えゐこ

とを口d 柁にする水準のものであったが を円分には適用 L亡く:{!な

しヘと uミうのである c

設で!特別iJ、J土、この坂オ，rl寺γJ山にいかなる救民も るこ行元ずできな

うったっごのような状況があるとまず以初!こJ4、いつく手段は、手別的行

為の禁 I{" 山 l むあろうっ特約百が代理石に留保されている扱いと !-i-~j~ なる

打えし三を受けているからごある しかし、立別的行為的公止J土、.~なコ h

ウ スにつし hて具なる収!'i!iいをす之ことをはら禁じるものではなし河川そ

し亡、 tiI2;'/~均約fずの :{.t7~; (.之、叫Ili主に H.I\l 0-'~-ftJ甲府のそれとは区別されるの

Cある，"l(" ての|守、敦子J'r'fI正、 TC充であゐ石油会村 lごすーせられるべき

り '.M五日.RE，RT~)C 1999，叩f:C.p. 9t;次のよ川一述八、る I ~:R且は、土:土に続

実♂止五務奇1!弘つける犬、けではない この矧念はま「、 ~O;場fT:: は、時

乎への権利を主主させるのである九 l

日仁0:11.3 fl(ハヨ9?'，日PC ' .:-l'1D.HL BulL ::i、lV，1"'-0 338， p兄1:J仁P: 993， Il 

221G4. fJill【、(干 VI 日、 S~ミミ ]\!Y; !(TDC 199:-l， p， 12~ ， Il()ハ 01;、、 J 、vfl七日rnE: FU;;) 

)(-':-~. 199~~ ， p. 1 :3i7 el s守山 l.:3:，()!I0， よ)1:-31τobs..J. ..L. A UBEH'J じCC190，)， 1:0 

:Fi. obs. :.. LEVE刊r.:'R

川 l 相法問 L442... 6 .... 1 ... 1条{

μ下、じrj!lLlS oc:'. 198!j. BιlllC:l立 c/ 1三日o.JCl' 198(i， 1、~). ，~己的いj決は、かなり

j!.r:.， ii-案において、ゲゾリ， .スタン U を賃伶人と Lて粍:ヘーするi片 管珂賃m
人l()(:.11日れ、貯γ山1)のカソリン会牡に.;， j-;己評xゃう在J羽Lてし、ふ こ C'ì 主二<~言

者:工、アf、ノリン;f::;:t-十がその販売代j~rt に有利で自分には〆トヌ!な1仔「のf引を

してtλ むとしてl訴えを提起し/のであコた。

二日社S8(仁 :l8:J) 2仁三r' 112 ) 



l背 滞

認j専の依拠を、誠13I止念のふ1に見UJ1，-，1::. 寸なわ丸、代泌が法化Lて!1反

売業者プ0"競争の泌化にさら 3 れるようにな〉た場合に、元ヲG'~TI(よ、 ~)JX

-ei'1::R:'主:に基ワいて、:読売楽さ;が抗予い '，fちiムjかうこと辛口Jr治に宇るため

の新たなノナ意i:'liilけで政完烹さと交渉する義務を烹tられたのポめるコ

この，;::-') iこ半iJ11;，':1ることによって、ハリ拾んは、必要と乱われるとき
に競争特別法を前古寸るために、佐務肖i司法 。):êtiJ京を i，~IIJ~~たのであ

るのそしてこの判附は、長!Ji段|むごぷ認さ

このliJ決は、紋年l当;仁わたって、 この領JUti-おける唯一のものと〆、

まっとしもとハそーρ)f:走、 jqヲsir1月24日にシコヴ Lュス (Chc¥-'aSSelS)
が現れたことによ勺て、二 01判決l土、その羽見守4入尽からは;十トh

した、同判決の単菜は、ユ y--)~-'f:iJ iノとのそれとは多少;~:なって ν 、る u ご

幻事件において辻、提訴は;河業ft翌五]占によハて1]われた n 海外~?， :二属す

る :と(!)地理的止力主について独占権を ，~;gめられているニの再三長代坦JL~j

(2:.、フランス本内で商品を仕入れるショ)t二ンゲ七ンタ v が、{サ外甲、に

属 f るこの地域においてF;~t;:1 ~.氏;，殺なÍlfn布告や亦訂正込先を実捻するとい与

税争に匹1"ιl!:'，政主主託J土、事誕の二主vぺこかかわらず、 "γ-.Jl，-，flliたり

f.o持をit'1tfL !ふ ICíJ 菜子tミ型庄のもJ:~:Jl を交けたパワ段iJF院は、ね芸員弁債を

{った契約解除を求めるこ N うiM-;:止の請求を烹1:11したが、妙、投|占iは、こ

の判断券界定し、!貝rw¥や縫う:したの?ある U 旬主L寺院の、 IJWi:-1.__，J::れi王、
事実容裁判官l士、 そのltJ距I行から、]フブンス本凶ぜ商lElを仕入れる

ショッピークセンタぃが?丁う製品 1)、H"ぷ完乃故に|利害仕に陥っ亡いるこ

とをその会中|が引lら戸れたのであるから、当談会引が そのf¥:J甲人に対

Lて円体的措崖を講じて~;h:çu:交の形で EbL交されている 1 ， '1 製品のf刊?と

に近v市長予約イ山柊を J五』告することができるようにしたか、そして、 その

ように:戸てイt洋叫がそ J){-~疎開i系企行iをするここを可能な状態に古川た

か、を採;J"j'Jベ主であったのである〈委任者い主主される義務(止、二三

:3; Co~n. 2A ~O可 199え Chぜ\'3ssus-~brche c s~es G:'O:_epe D3re0l1e t-:: 3.， l<TDC 

1999， p. 9s C~ S.. 110 lO， O')s.1-~'~ES'I'RE c p. GilG. 0bs. P. -Y-. (~~\FnER: Re:;) 

)cfr. 199君 a:"ふ;-lG9;'i::i， p. :5'/'1ぱ討円。 16.ob日;)， M!¥!E日，]) : Q:;o::. Jur. 22 8t'( 

1998， p. 6， llc1(' P. :，，'f.;仁L仁 199D.'川町;， obs. ¥-f. ¥L¥L¥¥_;RIE--VfGl¥J¥L;J仁F

ドザ川 p ょ 24:_~ ， t't s 門。ムeCh，JA¥!I:'1;JCP 1目的了[l()つよ0，Ilote y， F'rCOT 

UJ ~lìJ、 S8i;;._'J，84，:::日日ヨ



競争王立':'におけと iJ-~{f;:s U

ではゴ活3十といつぶリもよ :'l公タふとしたものとなっているが、それごもそ

れは、かつて石油会社に対し士課された義務を ~1' く惣起させるものであ

るつよ0:J2f:':と両様に 税 "'fl特別法(とりわけ差別 8'1行為の染:U 止、阪

完業者が遭遇した問題を解決するためγは紙)Jであ，，たにlここでもまれ、

政投院は、 尚子力を維舟寸る権j!lj【1cdroi~ c:c rcstc~' concur:ρntic': iを

、!i-1Tずの ノうにI1じさなる公l義務 ltfI;こ似拠を求めりつ、市;r，者

される法的祉にお，1';1:を補プニ tるのである U

このrJfYU:土、誠意鰐17226ワ告書イ上能)j を、 -'ê~， でより広:いえば、お出法に

よって雫主のままに段門ーされた問|涼を埋め日らをねiた主状1んに涜J-T-jさぜる

でのメ渋六務

ι汚手栄につ ννq~1債三苛tJ務方 1法土を前i進1色[~戸ミυ→せtt-，てζ3鼓凡ノ/{将別法を i後圭i込辻させ Jる3 という方 L臼J をf情荷

ることができないか、としミう同窓が提起されることになろろ「

B 競争特別法iこ対する限界つけの装雀としての債務法

右、がここで伴様キお誘いするのは、 9'~宇 iての主的な持た菜、 iョ;計士の

nù 主に競争伶塁、:手 :~I>)、 U) 限界づけへの試みである。

立法[ド~éi'，ï;: を長訂す之ことにつしては、少なくとも競争 U~ ~，こ属す之子

クストのU0.人な結み重ねを考えてみるならば、 i司も笑テ%な点:止なし， 0 こ

の ~~~f~(，おける ¥'i渋である 1986年 :2月 111のマルドチシス以降、多

かれ少毛かれ大JjiJ立な立u、がこれでもカレはやか:):こ訓i次いで召されてい
るからである。

これに対|パ、突J:l1:であるとよ↓られるのは、 1を泌を判長することであ

るコとい与のは、ここでの従 fi}(土、他の領域と 1':桜仁、土~:，インフレー

ションの方['JをlirJ~，、ているからごある l ここでの問題IJ、それ伏、説苧

71 別人}~C)ljf1 ['.'ニノI までよりも2'iした新たな件坑線を山し、そのよう

にする三とにJうて/責務 紋法に対して、そ1.'(よリt:L..:.~ いは事業者に

対して、ご::1討を開放すること?ある J
その才去の指導珂合 l土、 ~li 約ごはあるが論争誘発I::\; な次のような命恕に

《ノ T¥mSTfm.\j}、~. ~りU将仁"五1.24 nn、199父 RTDC19:灼 p.DおのJ丸23は ノ士

止義務がフ~k!J 当事白の 主に~.Q::jt力を紘持了ゐ権干iJを生ιさ士るところ と
:ょっしし、之、い

二日社S8(仁波沼)2仁三7 1141 



講演

まとめることができる。〈ある1去律を作る必要がなかったのであれば、

それを挺止することが必嬰だけこの点に関して、長いこと待ち望まれ

ていた販売拒絶の当然禁止 (prohibitionpcr sc)の廃止は、競争特別法

の後退を史剣に宰察すべきことを小すものであった。

それ占士、説予特別法の正当な適用領域の探求に関心をI"jける必要があ

るコこのことは、競争法の機能とその規範の存存机拠に関する老察から

山発Lて、選別的な作業すなわち「努定 elagagcJをA天施することを前

提としている。

換言すれば、重要なのは、当該状出においてjJ!'ok:にある法規範が必要

とされていることを俗説、守ること、普通法では適切に当該状況を版律す

ることができないことを確認Fることである。そのようにして、殺すI法

に対して、必安不可欠な、それ灯、 hでもそれ以|、でもない役割jを利与し、

現在よりも杭ましい形でその領域を叩り当てることが口J能になる。

この競争法労定の試みは、十目一江補完的な 2つの方向において遂行する

ことができる。そこにおいて、債務法は、それに凶有の貢献をするであ

ろう c 債務法は、まず第 lに、特別法の領域制限の道具として、競争法

の境界を 2つの仕方で画する(1 ) c それは次に、特別法排斥の道具と

なる(2 ) c 

1 )競争法の領域制限の道具としての債務法

競争i土邦之の試みは、まずもって、普通法を領域市IJ阪の道具と見るこ

とによって遂行 fることができるのここに|人I在している慕本県念は、債

務法と経済T.体の白由に対して競争法によってもたらされる似￥を、厳

密に必要なものに限定するということであるの

このことは、競争法の任務に関する主祭をliij提とする。そこでの問題

は、中也、から逸れた議論を、説争法の基本的な円的、 fなわち一般利益

に従った市坊の良好な作動というところに戻すことである。この{千務に

適合的であろうとするならば、続す.1)去に刻して介入のための次のような

恒常的集準を割 l)点てることが、論理必然的帰結である。すなわち、競

すIへの侵害という要件を一般化するということである、

このことは、とりわけ、当然禁止という措置の根拠を問題にするとい

う帰結を導く}当然努11の桁情は、フランス続下法がとりわけ好むもの

[lriJ ItiJとS8(ri'382)2ri引1



競争秩序における債務法

なのであるが、そこでは、説予への景;，.~!につい亡のいかなる検祉も要求

されないのである。

たしかに、この積の自動的な祭、止には、予見ロj能であり、単純で実効

的であるという利点がある。この種類の規範は、その実施を安請される

及判官にほとんど判断の肉111を姥きず、事業者にィ、碓'fミ性をほとんども

たらさない。裁判手続の出11.結末は確実なものとなる。おそらくはや

や過度に

当然禁止の不都合性から目を逸らせてはならない。本斗のところ、最

大の欠点は、切り札の裏而にある。必要な要件が充足される時点から、

これらの見定は、市場のありんも、関係する経済下体の状況も考慮する

ことなく、一般的かっ自動的に適用されるのである。

これらの胤範は、したがって、債務法に徹l止した侵害を加え、企業の

自由を侵害する c 何人の意思に対するこのような侵害も、当然禁I1が競

争にとって常に (nevari目ur) 右芹であるような行動と約務に対して制

裁を加えるものであることが明らかになるのであれば、( 般利益の優

越とν寸瑚山から)受け入れることができるであろう c しかし、現実に

は、そのようなことはないのである。

ところで、当然禁止に対して、別の仕方の批判が提示きれることもあ

る。、ri7!.~禁止は、経i肖の収実に対する対理解という過ちを犯していると

いう批判である η 当然禁止は、有台竹が中に相対的であるはずの行為に

ついて、絶対的に有害であるとの刻印を押す。これらの行為の市場に対

する影響に関よる具体的な分析が欠けているので、これらの規範は、現

実にはその必嬰がなしさらには競争促進的な行為を禁止し、それに市IJ

及を加えるという帰結を浮くことがあるのごある η それを他の百い方で

表現すれば、経済的な半分の史実をけ動的かっ全面的な禁止にイ1:¥fてあ

げてしまうことは、適当ではないということであるつ

それ故、関係する法文に従って規定振りをJ);jJ整することはあるにして

も、主主?に対する侵害という要誌の 般化を促案することができるであ

ろう。この安件の規定振りは、ケースに従って異なってよい。市場に対

よる )~ι殺すl的な U 的または効果という観J占から規定 F ることもありうる

し、市坊への参照なしに競争機能または競争構iiiへの侵害という飢I.~か

ら規定することもありうる c あるいは、差別的行為の努I1または不当廉

北法58(;;. 381) 2;;;;5 ]
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講演

売禁止についての現在の場合のように(商法典L420-5条)、行為主体

の競争的状況を参照する形で規どすることもありうる c

他方で、このような己主#が過剰な不安定性の 要因になるのではない

かとの懸念を抱くべきだとすれば(この懸念は、しばしば、1'，然禁止を擁

議ナるために主張される)、巾間的な解決を考えることもできる。違法

性を単純に推どすることである。この推どを設けるならば、メリットの

ない有寅判決を|口|避しつつ、規範の予見回J能性を高めることが吋能にな

るであろう。というのも、競争に対する侵害の推定は、反対の証拠を挙

げて覆滅ナることが口J能だからであるc

次に可能なのは、今度は競争ィ去の任務ではなくその布川牲に任日し、

債務法の優位を確保する方|白lで 定の特別規定を li~11することであるっ

それは、競争法の量的内定義についてのもう Iつの源である。

2 )競争特別法排斥の道具としての債務法

特別法の規定が必要ではなく、実際には債務 般法の領域を浸食して

いるときは、それらの後退がlリ能であり、かつ、塑ましい。

実際に、債務次が実効的に規律することができる状況においては、特

別の胤市IJを定めることは、何ら必要ではない。このような場合には、特

別法は無益なのであるU フランスにおいて競争法の20年j剖年を祝おうと

しているまきにその時点で、商法典第4編第4章に競争制限的行為の名

のもとで集められている競争に関する特別規範の 叫について、その去

の有用性を問うことは、おそらく時11'に適したことであろうれ

競争者の保護、さらには契約、円Tト者の保護が競争を保全するという粁

J告を分担しうるということが本当であると守れば、何人聞の関係にかか

わる法である債務法には、たしかに 止の順L己、が必些であるにせよ、こ

の任務を米たす能力がある η

債務法の一般的な使命は私的関係を胤律することなのであるから、そ

れを俳1別的利益の保誌のための適切な子段と考えることは正当なことで

ある。競争の保全白体がそこでの問題ではない以仁契約当事者の利抵

の擁護は、当然に債務法の問題である c そうでなければ、役割の泌同と

いうことになるであろう。もっとも、す法者は、多くの均台この混|口lを

犯しているのであるが。

[17J ItiJとS8U"i'3以内2554



競争王立':'におけと iJ-~{f;:s U

波う1芦(1)保F生も [HJ械に、債務位、の間近に'1'11荒する 錠予が1つの弘前

と以えられるとき、 f主務11:(よ、特別!l、の欠依を術充することができ

る。先に 1---]及Lfニイ、 lt.. 説 'jd理論および;守寸行為祭 :U甲 ~;'Îìf手、特別の規定

を必芸とすることなく債務法が実幼 ~i01 ャこの f千務を烹:たす能 }J を持って

いるこシを、予 v、の余地な〈心;1-，てし:る J

この」ろにf主務 般法には競争71万Ijd.、に世主換わる治叫があると l、う

ことは、事業苫問の売買拒絶を素材としても示すことがでさる 事業古

i品jσ)売買治犯を勺伏、禁止の対象:する Y いう措置が号室にされえとして

も、喫γJ市1141 を J5殺された被土持には、権利法mJ~請によって偲供され

る保護の可能t'li;ミ残されている。契約締結作絶l土、尖際のところ、それ
うす権利常用となる場合には、民法;Il主第1382条を視抑としず品t裁を受ける

こどがありうるの守あるラもっとも、徒手'1，監iiJのす訟は、被害者の負担

に属7る日， ，佐11jの内科l工、~s';-}る行為王体がそれまでJl/ヲ関係に

あったか台かで崇なってくるはヂであるつやIJJめて契約|謁終に入る対比に

おし 3ては、優先されるのは、権利益用を制以して泊「日するこいう考え ji

であり、そよで;土、 1，';手Ij濫;;Jは、i*;<古さらにはl敏立の|町設桁に出制きれ

るひこのようにLて、あれやこれやめ村 l を締結しまたは科{J'私

しな ω という事業者のI:I~ιの門Ltに刻してj自Iえに伝中主加えないように

することが可能になるのであるに反土Jに、契約関係が事前lニ!r:(1する場

合には、取引同係を終 Jさせようとする者1こ対してより争くを安 jとする

ことが l巾とされる U 以上!よ、 Jム這の仰を持たせたコ:;";'口、ルをf丁う

という hi~J を選択すること奇 J吉 l宋するわぞれは、売買正統のお支牢者が解

決の ilJm~牲をすべて挙われることなし見ZEr競争lヤち fi} か弓とい与状

況を確Ü~ 1_ つ入他方守口j 会?な i\~) 契約の日 111 を f'{ 令する Y い 'ò 必要件

iこ;i1t品、(J'Jなように思われるお，

rjtし先行為 r;: 、 :~~ti干狩f;U法手校JlJきせるヲとが刊;沼となっぐいるときに

川 l参El、:"J(九 Srml¥KD，仇 i'"刷Id('s dro:ls川市川町k山肌山川 ditc
iI ，; !'(υ1iS d凸 drγ川 s，2c {'tl.， DatJ川丸山 1%9，p. 1バ1，則的次的工う l'述べる J

r ¥';祉のrH!!は この点l-閉してl之、総fli:{r~-寺}、γ る 1厄告に侃 Tω

3-'1 反(jの句会には、カル-1'J~法または支配的J也位の悩崩に|者すゐ j主 ;0;";姐民さ

れるて会ことになろう」

二日社S8(仁 37:>)2仁三3 [Jsl 
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債務したが市しつるロJriiJ慌の他の!日lをi廷供することがでさるであろう n 現

時点で、プランスしL におしミて 2 つの異なる規'~，l:が〉めら 1している。まず、

製何?が最初の取得の3さにそのままの状態で再;Jrx売戸れると方:立、それら

の製品(土、 j民秘書lすし敗完 ¥rever、u-.斗 pε1't<:')禁止の定申;11服する c 次ト、

製造業信;こ上るl読売、製氏への1J日Tの後の再張売またはfーピス給iJが

目指になるとミ:土、木滋に討するコントロ ノレl土、不、1/[J投売禁止め

考えブJ;、基ワいてなされる〉調和が収れていないこれら日つ

7ヲLスにおいてW;i:布のな，'賛成を得ているわけではない。それどころ

では;J.'~、 前者 lhi-(泊?'，:U1. l民主イ 111 止、 その尊草を確保寸る{工に当

f 心機関にとっても担当成員にと，-)ても、多数の泌舌LOl 原 lヰ ι な~-)てい

る J 後:[S-不当I非;先) 1立、 j位士にJヨいて(まとんどまったく地用されずい

ないれこれら 2つの禁止を放棄することは、主ましいことである c それ

に伴う$8は、 7 庁をぬ凶汗する)己事責任に法緩くをi胃く不-;-F~ilcl.(J) 

JIf ~合がニ予当てすることができるであろうっ lH511i土、 t で[二、 f~'ff売を実lも

したという十;実だりでは不正競争行為を楕はしないとしても川 こ

れは、「世絡にIAJ~っく続争を前提Jーする判1:1絞済体制:U) 卜では当然の~，~況

である 、廉売の主主治にアォー l、を構成する行政がある場台、または

;Ift売に{乍ってそのよつな行動がな吋れる弱含には、結論が異なることを

認めている吋 U たとえば、氏再まな怖絡での尚美化が、あるそ子ルのデツ

ド・コピーなとの寄生主jhlJの将来であるよう右:功会である

このよろに、いくつかの 1:1におl.-， ~C 、 iえす主法 lよ、主主予i0'~I;ìtの限界を

fffifすることがど為るの守ある代

l初ノぐ-，、 it-I"t' l('juii， 1979， ste S;~gè t守 ρCllfortc 'SA Bal ヌ ιγ()t~l ぞで i_;N~，，!

ReLtnisετa ム)， 1979. 11¥ p. 5:20 

ル Cn1!L14丸紅巳 1999，化、¥Ci~d (' I SASL:'¥T， 1¥-¥ lS jlli¥. 20りいo1~2 ， p. 23 l'l 

S.， Ilotc ¥'1. ~\'1 ヘ[， /\LI..;] 九 VIGNAI... 吉生i':':J{ J 為(J)可Î~ とし L 公震な!日向での

代主主イじが行われた事業:?5"川一歩!問、 COlll. 2l j-dr: 1991 Sorρlω ， N::il，:hに

;-~ L1; Iに円 rv.p. 17D. no:2判 {去るH官僚での尚訂lをjJft';'r: す~ {)耐戸の近:~~一一子、違

法 '-1寸ーの商政をfすした商品をきわめて低ホな ~::î柊で l.iH烹 L たと， ，う事!itcそ

の4うな行品;こは、川、闘争のフォー，"fiピ構成する守ヰ行為c)玄胃 jがっ、さ

れて:.，"ゐとi';]'J、塁走Lた) Paris 2(1 dι10ぷ1，SdハCJ Saim Ys， D. 19台o日3
ロ ¥4民地のデッ;、 E コピーの事業三 l

U:[ ~lìJ、 S8i;;._'J，78 ，:::日52



競争秩序における債務法

そうである以上、続予特別法の全体について有用性がないなどと結論

づけることカ三ここでの問E且ではないことは、明らかである。

共同体にとっての J恩恵の源泉であると正当にも考えられている続中

は、 どの経済学者がf可と百おうとも、脆弱なものである。 般利益と

f同別利益との 致は、完全なものではなL、。その結米、 dJ場の良好な作

動l土、しばしば個別利益によって脅かされるのであり、法的保護を接請

することになるc

債務一般法が競争の保全に協働することができるとしても、債務一般

法だけで|分というものではないであろう。債務法の主要な制度の 1つ

である契約は、 1mみでは白由競争に反する行為の特権Ó~な迫具でもある c

わ L故、特別立法の最小限の内科はイT子守する。1[1場の艮好な作動のため

には、経済T.体の行動のd1rl'r性を組保し、経済権力の十分な分散を肢祝

L、その行使態様をコントローノレすることに充てられる規範が必要であ

る。換言寸れば、競争法の同い伐の部分は、逸脱的行動 力ルテルお

よび支配的地位の濫用 のコントロールを可能にする諸規範、および

集中のコン lロールを通じて構造を耽視することを lリ能にする苅胤範を

含んでいるのである。

それ此、いまや、競争秩序における債務法を、債務法が特別法といわ

ば共存するという雫態を踏まえて、号Ijの視角から考察することが必要と

なる η その場合には、債務法は、競争特別法の補完物として現れる η

E 競争特別法の補完物としての債務法:競争法の具体的諸

欠点の治癒

競争に関する特別法が存存するからといって、必然的に債務法が追放

きれるというわけではないれ債務法は、説うも特別法の欠点を治癒するた

めにその補完物として介入することができるからである。実際、一定の

場合において、特別法は、不完全であるハ{也の場合において、特別法は、

首尾 貫性のなさという欠点をかかえている。債務法は、その~!J けにな

ることができ、そして、その機会に、主主~'T.l'去の実効性を強化するのであ

る。

支効性の明λを求めるというこの試みにおいて、制裁の問題は、とり

北法58(5. 3i7) 2551 [20J 



l背 滞

わけたさな知心をり:C引法の欠落した宍止、または小十分立制よ丸しか

備えていな l、宗:上iよ、弱いものでしかないと l、うことは、木、Li，'どから℃

あるわそれを陀ま去っヮ、 F責務法の寄与は、そごに 11まるものではないU

7 ラ〉ス競争法:立、静注~~i01_~f責みÆ:ねつれ 8~f; として小揃いの地層;よっ

て形成ιれる規範体とし仁現れるハそこには、 rl-'心持活がどに')ており、
Iよ作の尚J;Jのためには ':37、したが勺てその 4丈効刊のためには、 1つめ

担論的基盤が必要であるの

このよう仁して、 みでは、争キnn法における只:主計j裁の{す宣を「三
らかにすることが談題となれ(1¥)、他方で、政ケl特別法、に閃寸る民法

-J':者の詑折半をう2小宮ることが潟践となる (D)ご

A 競争特別法における民事制裁

債務u、が、設で'1-;:)、においご補予Ei'i刊ではあるが示ロJ欠の役;引を対たして
いるといっここは、民事制裁に|謁心をJ人うとき、明らかであるつごの債

務1去の討守は、とりわけ被云老の主観的利益の満足キ碍イえ fる民事制裁

を通じて実丘、を快討する際に、 l明市に現れる(I iコそれを超えて、

将米の泌立においてi土、経治ェi十こJーがお 義的に競 +1-(/)保認に;?-]加し

ていることをより叫l憾に司えだし、被 J六者を抗争にかかわる守L訟における

基本的 Fクタ こすべきではないのかこいう問題が提起される この場

fi'-(. -:: i才、競争特'J:Jil、において、 1也の制裁すべて l る民事制裁の持

1lS刊を認めることが問題となるであろう(2 )コ

1 )民事制裁の必要性

主主.;;に問する特別託、によっ三、士、止行動を干Jった Ff̂ :こ対する民事責任

J)派時Jがfij-l'J~(jS に規こされたれ、競1}~:?.:r予;こ反する約十与す)M~力が fVl 'J~(jS 

に規定されたりする、とl之、析なごとといってJい〈

只事責任に渇しては、持法Jl1L"42-6条主けがこのドi， ~，::，関 L て:}，~の

ように却三しといる jなわち、 I"J条がt/JI~-. る続手苦J :;Jl f~S行為の E れ

それが、 その行為 T台、の言寄付 j己事責円であるーいうこ}を内外に

含んでいゐ を発'[τ せ、行為ギ体l土、'[じたf込写を賠償する1E務宇

!7j LOCRE， L '(九り1"I1dn Co!lr: !U' c:Ji!llllr:r!'i!， 己、， {'lL 1829. L. 1， p. 

1211 ~lìJ、 S8i;;._'J， 7t; ， :::日日)



競争王立':'におけと iJ-~{f;:s U

王立つ 10

~効に関しては、欧州共 1，，)件条約弟81条第 2 丈が、刀 lレテル余 l上に注

反した「協定または決定ま ii土↑主 i 当然にJ 証効という品il~:iえをそりる

「「をノしめている， 1，，) +，t， 1、1，1内氏1:~ヨ V暑では、カルテんまたは支肘拘地

位の活用にかかわる ~/ii\~10上の約定の}1fl":;;カが、特に?ザ i) 上 1， ["られるJT6-Clif-j

さアしている L仏さらに、 2001年5R 151P)必律の保j氏以下T、
定の{亘須の弁~Jヨまたはそのぷうな弁~Jヨを合も JjJ:1約が、同様に無効とさ

J， Î.~ -C v'るl辺 ι

多くの場合にF春子 ::I!~ に ff!iJ されたのは、別ジ〉タイゾの制裁てあるハ長

体的にl土、排出、措置(jnjonction)、J県波:1E(日 nctIハn~)elTEiair"，)、存Ij ;jJ:

制裁であノ~;:. u 

すべてのJノ~/iへ J :おいて、{也の:tIi主主カおjj1jJ司;とに仇つ されている

l こ司J よ主主i巧 ~h-C いなし s にぜぶ、抗争特別J口、込;えの民事午j効果がk つな

るかを'l'IJ断 Fるf之副は、司法裁判所の決'l'IJ官に帰宇る c よ丸刈所(j、かく

して、民事責任の訴えまたは効の訴えキ提起さ札ることになる、

プランス話、においてムっ話:::~/~， (h られているよと戸古\あるタイプの1]

3JJを会ピまたは?J、iトするjよit上の規i，i るj立)正(士、 よ主t正寺子lごとえ宇古一

千1を負わせる't'L'i'tのブォ 卜を治成子るつもιろん、 In芹お」ぴブォ
r と損害院の河来関係という仙の要件が充足されゐとし叶 ~1)Kがあるこ

とは当然-eあるー競争lこ闘するほ純を遵守し公いことは、科i斉一般にとッ
て有吉であるどけでなく、 1，υ?に どの者、競'tr昔、政喜さらには供給

川出rii'l::lli.L420-:3条 1

やノ有;.:tDたL/j/12... (-) ... II条 3租i認の行必が対象c二されて， ~0 イ古づき り

ペ r 雰の余銭!仔手I~ t主 1!~ ワを:;;)ill及 nヲ(，.::..{ J うこ三、注え ~Íjnlt当日:見本\グ)"(クで

スを fj 判氾ずる二と、自~...;， (二)，~寸る責梓ぴ)~~ 釘への譲疫を禁iIすること「つ

け加点とおくべ書二と;よ、これらの l河旨かにi~trn :JJな条件が句坊とされるこ、
それに化わって、出'it典=A41-6条2JlJ.内法ノ主拐!日jが出m与れる二とにある
にがL、裁判l白がそれー異なる、骨了平な条件をだめる合乏のイT1:1...を認定.，j-;~)，1，場
合には、その政行ではな、、(説法典IAt2... 6 .... J 条ふさレづに、 ~';fìi1担当人L三

担よび検?官官L土、有t去典LH2-"条に心l定される行為の全部にコいて、裁判

官に「返μ、 :~.c$J.ÞI ょたは守::*(J の :;rr わJ 全確認包セる J 干とができる了ーもん27とされ

ていゐ:.，，1/12-lI-lll同之泊

二日社S8(仁 :l7:J) 2に49 1221 



l背 滞

主主右にたして主計を発生させるこのぶうな場合には、 a-;';とがこの点に
ついて試合黙を守っ亡いるときであっても、判いUiよ、主主予i0'~];ìt に反する

行為の彼宍者のために、民事完fでにF与する埼笥を公動戸せるのである。

ぷJ， j のことは、まずもって、|部次代ti'~ ，1市のを立争制限3力行為;f関Lて

変当寸る f そこむ{よ、民事主任権lよ去，11帯主れ仁い主いn しかL、特日J

J)規制t刀打与Fしないからこい勺て、官粁じ，)拾効が~jjげられるもので以な

いの例を挙lアると、世話:具L44~- 2条にJぺて士号|され、刑事誌の対

象Y もされている原日11割れ敗売の結果として長害を従った者:土、この行

為の二五件にはして民事責J工を臼ゎ-jJ る権 'if~ を認められるのである f 川

とたに、反主主争rYJ行為にじ司ずる欧州共i口HJ;:i去または|リ内法についても、

以上のことは安当すゐu ご7，1らの規範の 1つに刻 Lて述以 i-ると、 j盈!ぇ

者i土、 K'Ji責;千に誌づく自主き 11)決を受ける!日E性がある n カnテJ;...i参
加した在、支配i']A0地位のÜ~rÎf-f-Iを犯した苫または不当粟売をだ:Aわした身l上、

普送法の文言に従って、こ1しらの行品の結果を日-gfJよtべきこいう h責1'11

日、宇乏けるここがおるのであるい

民事費イ工は、すくれて~.~芹括償を )J ，j容'c -，る出裁であるので、それに

ょっ 1( 士、貴志 :~P'~L(. ご l立する才了為を合"にするとしつ をもたらすことが

で主ない。このぬ合(こ士]かうべきは、無効と 1、うt可決ごある「

において、無効:土、「必要な制裁」と'0えられている l位。フラ

{ノ COl1:， ~O ~11illυ9日ヌヘ E1h('11r (]is~ri: J\lI ioll C!  CPC in，ll引， T<JD/¥1995，;l 

T1:=i，円。 l()i)1

共f←1体法におけるカルテんにl斗しては、 Com_L:r mars 198~ ， SIPEFEL C 

九:.L']-jOl1rrc c川 Bul:. civ.. ]V， p， 69. !lO ，'6文自己的;{{J，1)::c)洗)11に潤しては、 ド川lS
1911出 19D3.L:bin， : c '¥.-11)]、 cL\.Vc~lbnd. Euroドci993. ll')主)D山 s， 1... E刊)T

~1)'Jì\よいおける主配的地心的;監用 l 一周 L 亡:王、 COl1L 28 .iど "γ1~)92. S-..:: :li，'at 

naticn己 de今日icl色oCOlE':UUntC2tion c ;' ~'.K3 ， .::;d1. ciY.， 1九 p然 no50カルテ ;;..，.1-3 

4 びえ配lY~ JP，J， fすのi信用に司 L 亡は、 l' ~ltî 只， 1:2 (:亡じよ996.Fr;-，nじ(~l'J()n; ， c: lI，;nl ( 

。い1ドer~'... 1)， aff. 1弘行 p. ~4り ;JC I'ト 1997. p. 9'--):-3， notl:' ¥1 丸紅]-j-'¥I-.;--TOt:じHA[:ミ

L C: L:\~T)-;;:L ， rJ!ullles an!U'I，lki-tJTdt!ιdi(;s ('1 d印 i!d山内川町ls，':1， P:ι↑is X， 

1古川町~; la di;--， de J¥f. -'Ch， nOUTARD'- L..:'!， BA~口E ， p， :;8;，;' no 1170. CL r.t;C".S 
ClE LEYS只Aじし1.G. P./i_RLEA1"E. "L'2.ltcnic-a laしcnCLlrrClCC.c<:tu引 dcl"'.uLiu 

d，山 etaL'.i;; Le r凶 Iml(;)1 dehu! dH .¥)(/e siu'f，-ッ Eltul川 σ.((erlr;sli ]r叫 ues(;Ju:sl山

一(1)1..2tJl)1. p. ()(11 t':コ

1231 ~lìJ、 S8i;;'.'J，74，:::日48



競争王立':'におけと iJ-~{f;:s U

ンスしたにおいとは、:スヰ第6粂が公ド戸にbとする合.Eを?、止Lており、

その結果、持日:J(i)iJ、文が1Jl:主力を規むしていなくとも、1ui効を円い渡すこ

とがPjf:をとなうているわ住大刊、17与局 rt'.~士に jゴし、ては丈君~8守則↑，{の器用にワ

いて{可も立ぷされていず、 1，11土J法仁おv、では小、l'iJ尭完;ぅt，て1可も1売に

されてν￥ないにもかかわらず、このよう主1J勤の視体ごある摂約や粂4

以、ソラ〆ス日、上の原則をX:s礎として、と~効と l 、う制裁官長げるのごある口

区内法によってf人 I~されておじ、行為 l 体 lこも;:hJ~~宇寅任または刊j

事責任の発動だけdqむとさ才Lている行為についても InJHJiである U あるm
-ついて刑事制裁が伴っているという事Jだは、それが公序にかかわる

という結論を尋くごそれ役、尚;去典 L'h2-.-=-1条にR反して内版軒十件を強

引jする契約l土、年必とされる， 1-;， 他方で、 i-:ネは、叩，事制裁をf'i'，i)規

主主 I~還元されるものではな ν~ このようにして、裁 11F1rí土、六とえば、

商法:1tL 44月 日突 I にjλ寸る主d~ :j I'i0行為の校/本である条羽および

契約が呈ヲヴjとなることを*認した I叫"

責任J ついてと同様に拒効;、ういても， '1手~Ij法が沈黙 L てし』ゐ場(1' ~.~!.土、

普通;)、の適用を述じてその引皮l吋容が況をされ、 1Sj合によるw専が併;たさ
れるのであるいろ(これはIIlj出なことであると 1--，わなければならない」

校-11杭別I去におけるl(;事巾j及のわ効性は、漆う余池がない('1(事担JJ&:

i王、 flhの制裁が!f'(1しない場介;、、治相Hーでの千 iiやするコ制裁宇{三わ

ないが、;Q耗 (;.t 、先大的なバ、見者である Y いうことは、本当のこ~~. (-いわ

な(.-;i'LLfならなν、何 i

<1)仁on:.7りci. 日)7，汚'¥Dc お川口乙 ii';c~; c / S~CpJUlll ，じ仁 C 1998， ~'() 2， ()b~;_ ! .. 

トI¥トNトUR

'~ J ¥たこえl工、主主問、 D ;0;" ，1 ;anv. 1006， SodieWlle C ! ].~ia. CC'O.， RJD/，，_ 1996， 

p. ;-j';':-i. T~O 九2n，け i' C\l] ~l. Vヒl日¥ih-'e'lmars 1991. \-:~II. J、山O.:.: A llc1Jan. T¥JDミ

1的7.no HJ月3.p. 723 ; P/¥ 5 nov. 199門 110 ;~i3. p. 24. notc P. :\J~HEI 

ぺ「ノさι:一、以!の占(立、競争に0tlする 1 口 yパ共同科汁、ま fは河内1)_、の泣
"'のイI;._当たる詰機関ァア口たずるどこ人でもあ令 この前臥三、若眠、 T~l 民

会cpL1992， AULo:nじcII， Rcc. 11. p_ 222.3 clじOEL1c1' El:1l'S 1982ぉl?三，'ELc ¥1 

;lUllγnτt八， dt~C_ prh 

日 l 円、 JESTi\Z，“ ~..a 丸山ムCLioll 011 linco::nll CJじ cj;-uil¥D.1986. ch~. p. 1:)7 cl s 

Nリぜ('， ].1， ::いi
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l背 滞

FIJ事制妹、制徴金さりには俳除拍irl:(!)メ')、ソ iがしふか止るものであれ、

新qritiよ、それに満足することはできないU 実際、競T円ょが特どの制裁

を定めといるとしとも、民事市'1誌なしでi斉ませるというわけlはし吋、な

いコブォある行為の紡粟として生とるf貝当。)民活告を、武装i呼~~し

たまま紋冒する〉 ν、うこ r'よ、 られ主いからむあるハ主主'~-Ff-i j:、デえ

争関係機関J)え弔な補助者とな之p ことがで主ゐのをあ〉て、l?:U:1T，t{;を
;ワ発するごと iっし、て被害者のやる丸cl，~Ijぐごとがあってはならない}
それ枚、足手責任i土、ノFiYj 欠の道夫}~ ~て王 iれる InJHJ'仁、競争公宗に

Jぇヲるち1約ゃ条J白、治、{了続ヲることを認めるわけに(土」、かないしそれらは

治限 t一べ主ものなのである c ぞれが叫--x:JJ法理の.~C~務なのであり、ごの法

程iこ基づいて、行発きれた約J~H土、かつてイバ"1 たこと♂なかったもの

とみ争されるラ lょ!， r.は、也ノj"C、ド:i:YIJ七1，'1体幻諸機|ムj もιちるラ

附dl1批判所は、 日つのA.要な判iたにおvミて、 りを込めて、常:1されたカ

ルテルの給恥こして生じた出?の仁イ占を求める権利または畳〕坊を援用す

る格和J0:'汚疋LたI υ また、 ;D¥刊17主員会也、と ;'1わl;tW岩治償訴棒に

かかわる諮問Tl主を|長Jtfiしているいラ n

也のF:'誌でr寸え:工、民苧制裁lム l市場の83JJ調整の子役りと Lて

どうしても必更なものであるつそして、その]主交十iの以に、競争法にお

ける制裁として民事制裁だけで満足すること、競争法の巾で民事制裁し

Hド世sS;也イZを付与することすら考えるこレができるほどである この点

を次に検討しょう。

ノ CJCF.~C 芯巳 lバぞ1η ，，，ぜポ)()I. C 4;:):;，/ 99. COUiCl只f::.T¥pC， T. p. 6297 : CJCL ;コ
j Llillet 2006. 2ff. jcin-::esじ 295-0/; a じ 2~lS ;'例お3nfreclム C i Lloycl Aclri2tico 

IおおlC'lraZ:LOlilぶJL¥，C;-ellllI，f) C FOIdiari;.¥¥(11ヘpAにlT['i C: l J' ~110 ¥1111ψ く

t\:，sila~ia S;)/¥ 

休 Li¥'r:'市川Ldc b l:nmm:ss:uIl t:nw'crnanL lc::-; aclim:s cn U(J:lll1 記csd i:'lUTむi出

PO，;j-infl札Cム011μU丈 reglt'scon:r.lllll日ucain:，')sur 1行Sピ口ムぞnl行SピtIt'sζhus di:' PU日1
tLO!: dou:nantc 

(;じ九五lVET， '"L'cxpcrli川町1drrlie dc 1<1 crlllClllT(';!('("， il1 L 'e.ttrr/日 F 討υll'、

hcωro. (~e ;v!. A ドI!!SONPOCHE，日 D.~\~AZEAL~). !)all<Jz. 1995. p. 51 et sヲ

式川 f P 53 nG3 

l2fiJ ~lìJ、 S8 i;;._'>'7~ ，:::日46



競争王立':'におけと iJ-~{f;:s U

2 i民事制裁の排他性?

フランスラ茸qritiよ、 iチ義の)1'1'11法が問題になる場台でめれ謀総金が民

認になる湯ffであれ 治法行為の持[Jj十のためにrUI:.ているふつには去
λ、
J コ

そ1.L¥よ、 Jメ尚三守的ii;弓の長以点:こおし:では;本当である f ニ1])長以点:こおしミ

て;土、競争汗;義ムーが門 l、法すことのv主る設f五i)の他;こ、 j市辺[0なもの

でみるとは， .え、刑事制+:2も i!Mrされたごめ政7μ的選択は、おそ
らく、事業昌が出金を子法して商品frl'j柊の~jとにお ν ミでそれを詳人する

ことを波けるといへ自己点に 4 って~;[f討されるハ

ぞれJ土、投争制限nな↑-71，)にかかわる均台 J二l手、なお 寝不当であゐ。
1986年12月1Iìの d了ノγP7 ンスが民宇五 11 重偲の方|むJ で鋭rIJ~-_~f 紅イヒ i こ

者千Lたのが本当fとしても、この政iflj'Jj.責任イヒ:立、 ;~'lß分EJPある， JiIJ 

事京 f工は程持された L 、主主て!法を改革する長持。)?}、千?であ ζ)?OCγ.:.~ 8月

2日の法律は、刑事出への伝帰を日に兄える形で実現[た山口

Lかし与がら、刑事子土i之、競争の領域における長も適切な道具では必

ずしもなし。 r υ うのも、厳情な併~I;:=111じこめられ1:'J刊事担、は、まさ

にそのu;;;<.格性の，白で欠漏をかァ;込λており、，こJ司有てする不明確

:L !l~の涼ー阪のな ω想像力にうまく湾台しなし s からである。 例

宇 lつだけ挙げゐと、 L宇、Wi言!j~:取光客禁 1: する法-)cは、 L宇 ín~ 1;ìj ~:取売の

]ムtElこっしてもitl裁を加えるこtをitJ設 lするために、改正されなけれ
ばならなかっとのであるペソコ

定の行為を汗1Iヰ手法にょっと把握することの財政性;ニ加支亡、おl よX:~

1平の討さも -m~-m ~なければならなしLZi不合w百?とすることはしないま

メ、高法;)1.[L ，120-G条1

とりわ(;、'，:::¥雲寺抗力契約 lcr川 lr;-，に{代以)O[別配1()1lCOEIT，1(-'rCla:e) およびlμi

史的に含まれるのとはりIjiR: O){:Z:務に院して設けられた叫確なLid合通 l な

かノナ上初合につL 、て規定きれt'~lc 'ji罰を勢肥のこ J 舟i)、具し，jz17 i *:0 

:)，)，甘1支配 IA口 2 条:&;:"~~ ':ID86午1ワ月 '11ι'):[ )~， ;-:ナンス:i:2条を j会民{七〕

たものつ Jl~イfJ)川定 l士、 1990 咋lJL 日(?)法評による I~il に由来ヲるん I~i;: 

前山J、律的下日立、!示価己wれ取完の長引、i土、十fョ守t罰グ)汁設にならないものとき
えられとし、寸 Vcrs，lillcsi6引川区 19SD.Bru時 :l:"d仁/仁ha戸 lle，Gaz P斗 1889

;2， :). 5::.6， rヒq，;l只itions日 C::ALLE

二日社58(仁 37J2に45 1261 



l背 滞

でも、州J事しむの抑止80.抑!一的メリ !、を的対化するこ Yが必要である

この4う:こ，)1'1'11制裁は、そのr支効性を人に制符与、三ることがで主なかっ

たっその上、当初規定えれていた罰全の 1一応?と51主 1-ける必要性が、 (1ザ

1，，]かYわたって感じられた J

3らに、この，;:-')こ考 λ ることもロj詑主のだが、ある行動が刑事担j誌

を，1勺j1'，するとし hつ.1T!さは例外{りでしかない 「実際にはある廿人法を

恨の商人注の行為から保護することが問題になって ν、るときに、」引j宇

川j裁を ;R定することは、 l 異常に厳俗:<~J 見えるからである l

jえまえ ~':-:~I!~行為に関する訟に逗)止する場合:こは、課徴金が謀セられる}

この市!Jt，-¥i: ~土、決百ム者二精神 rYJ満足しか獲得させないごそれ段、それは、

われわれの巧レド[うJに地合する hのではないいわれわれの関心は、競

争にかかわる争訟において、私人幻池併をi:'-iJ】さセることにあるからで

ある v

このよ λにして、伎の制裁から民事制裁への出きNえという方向(2:.、

lej'な主主力宇治えているの εおるυ
士ブ、止きれる行動的主義に悶Lι も、民事責任の受{す竺は周知!のこ止で

ある、:)ì' ;IU i1、 íj~王義のくびきに締め吋けられ之ことなし iえ雫責任(;;:、

ブ万 ト Ii 在の ~7-flll において、 J!(:'Jj'百に)，室却な JA 量の会 lt"_ を与えるから

Cある 1

そうずある-1;守、民事官任1こは、十完全の企部長白償tいうノレールに結

びついた ;J~ さがある U この原則:こ必ゴぃ一亡、伝活賠償の千百 lよ、 j~吾仁左、

づいて算定戸引る。〈ね行のすべてを、じかじ、?日:六fこりをけという

わけであるにl ところで、抑止 fJ は、法fl' の~幼十土l? とぺて必長小 "1 欠な

ものむあるハその立:-!-，氏、草委主 0)rよ、 i卓Iぇ1'1に十分主大き 3の訴済的ィ、

利i止を;忠寸ここに-)て、その料情(j-Sri十等を1:r.lιJ庁させるここである口 H

11\ぃ必要なごとは、 i荒#するヲとに J うていかなる t(:r~ぞも

七行為についても制裁を Jj!jえることができるこ Yである

しむかどJ

ど .T.;\ZE~.~j\ ， "D~.()ii péllaJ 心 rcJa~j (j ns i ，:Lcrcnl 江 T);'is~;s" 1n Bi!α1， I!! t)げゆ札

lil月 "Ur!i肝 tprlllil rfe 川j，!frtri同 JX，仁川 gr(;-:， rk 1' ，\丸刈wi~llinn [;<: nじいおじ，1，

:JムoitP合I:a;，Lyo:ムワりワ8noy. 1 :)87， EconomiCJ.， P 九L¥l，: %9. p. 135ιs. spec. P 

13べ

1271 ~lìJ、 S8i;;'.'J， 701:::日4全
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このような関心から、幸次審よ丸呈Jjy;ii止、 r:しt:80に、またまったく秘密

視にではあるが、土ぶ賠償の原員|ずから白らを常!tdるようになっている U

半三五事故判所は、ぞれ?と述べるごと点く、百科~t;:8tな 1とそこに組み入

れるイiんで、?員五箔f首都を算 2乙しているのである J

この民事訂以、非公式のものごあれ、その結 ;f，~ の〆 j ッ卜の 部を

たっている口この」ろな制裁J:l~ ~J 、競争特則子J1こ l主反した企業;こ汁し

ず民事罰を 定の要件のもとでも、すと vけ者l民を公式に導入寸るは斗を

選ぶべきであろう U

本当のことを口えば、 Jランス競争;J、においと民事罰は知られていな

し寸ノけではなし九といつのは、ブランスの守法者;止、え工IHiSに制みえを諜

ム+れる競争制限的行為につνて、民宇 ~-'Ij 令 (a1℃叩(lc ci川lc: のおl授を設

けたかヮであるれ K'Ji計金:立、その受五日ぜがI'iであるという、 K'Ji討の

ありうる絞殺の 1つである v ワ祝日 i[_'. 5月1;)日0)i人下f<:以降、 F主主?行什1"1禄

に絞済担当/、~1)， ;-200 ノJ ユ v 口を担えない'.~:額の虻三善治会の言い校し

ゃ、提訴を?主けた司法裁;:U1ST (対して求めることや認められる日 こ

のl辻は、よれまで河足されなかっ介両要;こ品、えるものであるへそれで

もなお、この規Aーにつして を表:~j しなければならないしそれ

うす不完全自をかかえている日 ζいうどりではないの|ちj問なのは、その

政策退沢でil片身である。{血のありうゐjぎ択]えよりも、つまり俄否者の

立場を改善しその行動を促進するようわさ状長上れも、本当lこ民事罰企

を綬主すべきffpたのであλ うかワ

" 、I ~:; tしるの?うす、 的，)0';ナ'~~:ì:;:演の ;fY認であるフランスの苧

ぷu土、現ドおいて、この問題をめぐ， Iてったさく捕れて¥Iる 心的

?説lよ、それに公然と向tu:をノj、している，(<，'他方ご、敗然とこれに時

日開法相 L4'!?， 日条也、

山， jip tIという汁探にと.:) 民7rJ可金グ)ト|正]とし亡、ィ"'-t，以);司定l日・絶対
的釘'Afl~i' '，r.:めるより匹、川刻 J円価裂を"乙めるほうがよかったであろう 的方で、

民事罰金領の決定のために故判所1..，:):';'して ~I'-I(1)基供もヲえられなかったこl

ち、辿'1:2'と言わな(.t}L(まならな、に

:，，6¥ とりわけ、以、ジ)文献を1i:，dSっ仁h，L\~IJ主人口ピ白七SじHAl1PS. "Quc~lc (si 

ラ向)~E'a レlO ll ¥.日J 1111 LαγcstoηsabiliU nn!，! a !削t!JcαuXXJρsiedc--iJi山口 L>r円 J!("

tif. Cnll山)'，が deC::;Hれ b~'ry. '7 (_.↑ K df'('. ~I)OU ， J~e:ミ p. ('1、d日刊，';11in20G令 ;-:'0 (-; bLS 
二日社S8(仁以)D)2に43 1221 



l背 滞

干むを表-)--;r， }~-f 説もある 1 ，)， ' 以土対亡;立ま;兄乙:は止ム、 上民詰事E責江工?法j土.. の)-1-止U 典告約;力:)j任工務)~ l午

豆到Uカか冶Jづ喜設t罰的編 A古

|し♂山す代反対日kはまた、それに加支て、とりわけFメリカfT黙阿で体

認されている んのj生走。)危険を指摘するじそうであるとしても、この

法定!よ、 γなく〉も部旬、8;1には|口i避することができる f 他方、民事責任

官変質させてしまうと l 、う野公について門えば、裁判所以、内併な)f~'C" 

あれ懲罰門性ふさヰニ)!l:i]入れた損害除↑員不主主定するという%務にすでに身

を委ねている，~~)，;これらの内百な実務ばコン ι 円 - .;L. を ι交 l 了な~，"(;ワで、

逸脱行為の漏ij、になるじめろへコ0，1 これらの点を考l有寸るならば、先

の懸念にどれだけの河債があるのであ月うか。そして、これが懲罰刊担

円賠償の支持右:とって決定的訣なのであるが、懲罰均担千円κ則正、
競争反事Eの J'防的・抑止酌J..lJ '/' ~を保全 j るであろうし、 1空反れおの

情報を宮古初に持る汗ゃある被害告に土Jして、従ペミぶりも積極的;二行動

すること!こついてのイン廿ンテ/ブヲイ4与するであノヲ λ。民事三皮

p. 6~ er討さpεC'.p. 64， no 19; S. P~E[)E Ll E\' J\ E. '"Le 討C! Gr~EJ;ages e: ::'.Tεr手↑ヌ

p¥llli li r:-， : 1111れ待。ln<i();i d'山門nγ“ inT/1 J"("s!Jο同庁行/J'iiiic{'-i./;i/e ri 1'(iif!Je du .-YXJ i 

siecl正問lal1fJJ"Ostl:'ct{t. Cu:luqじεWeC.，P 出~ t't 5.. sDé~ ， p. o9. 110 6 

、じムRV.. ;¥.L. Lu !'r!StfJ1iSeIU'i!iiJ {'i1-'iIC Uul1S S〆 fυI1clio'!'ode t，;i!ir! triL'(jr!， lh， Bibl 

dr. ;)1.. L(干D.J， 19%， ::. 2~)\Ìぃ rd. G. VIKEY， p_ 2ム1l't :;.. ;-:il 19S H ち G.VINL¥ 

'R ''1'引orLt:t' s¥'Ilihc:-;ι"， i 1 LG. J'I:'slカmsαbilil!:("ivi!(' a 1 'UHυC dl/ .¥")，'-11' su:dc--Di!G.11 

tJrο8tU'li/ C>llloq;;;' pr(~ c.， :)己2じlパ;Ph LE ~(}T~;:-~ l\T，)\ 11. ";:-)c 1<-1町)Ccifιl{~ d; 

prej Lloce con仁ur.:-entiel'. in Droit du m::n乙hect ([g.，it c~;mm J-iJ! ([es obiig'1tilJus， (01 

loq斗cdcs 2，1-:'::)りじl.1997. lLuvじrsiJ:dc 1' cγp ，gna，~， l{TOCυaJ， 1998， p. 83 clミ?

sp引 p.93 ; L. V()じ ~':L. "L'~'Jl ぐ ~:l;E.i V: e口trt':t'仁I"O;tc:i'il， :t' (:r(j;t、o:n"llt'r::ial
c; l(. ctl"<)i L d日!日 CハtH'IJii円¥;('" in rんiU，[(Cイ!川/， ll" j:-igんにiJlni!ierr:iul行tl:" dro;"l ile !o 
CGiICfIJTf;nc，九Ate:ierde 1a cハ町 n汁引，~e du Z7 oc-::， 1附'1了印、 江川に山川]-;-J dl--J じ]~

q引)0，no i 1 S， p九， speC'.pp， 1(]-11 

ポl揖害賠償針ノUの際に裁出IYTが亨乏しうる自由を河閉した問題への11'<:り剤1み

につ"-亡、 幸子問、 ド JO~;R l)A. I I\. --1円 Cu川川;"ges--illlt;r01.sallcu(os pal' le j: ge 

豆町、川rLJn:'Jlcι1出， in Lcs川知'lums山 uu:xr'('1.!liolld，!s ol.;ig山川118('0出川川政flcs

Ltudcs dc rlroit (011ιpaY!' お01】ぉ i札 clir.;¥，:1. l"Ol¥iTA1Nl ぞtG. VJN[':Y， liil)li:Jt上e仁ne
dc la FZtCLl.:.Le dc droi'， dc Loλ01ムL.XXXll. BrLlvlant ci ~GDl ワ001. jJ. 263 21. s 

: .!)) CτVL'¥EY， "1¥しeppO-y't:lf-"yllこhe訓 "lll Lα r('st()J!Sαbiliff' '幻 'il!-11 α1fOC du 

xxr"九iuie--JJitμη 抑入stcィtiFCnl [(，(i 11が pr~' ， .， p. lQ d 九日Jj{-:C.p. i)f)， nれ 12

l2~J .1 ~lìJ、 S8i;;. 品、 2日42
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しを請求する権限が公権力に帰するのを認めるのは、被7存者が白らわ動

することをitL1!:~える場台に lH'こして前方己的にの Lらすべき二いある U 吾 lよ

しいことに、現11、学者グル』ブがiif備いている γランス債務法改疋中

は、採択されゐなり ;;):'懲罰的指岩賠償を市IJ2!1ヒずるでおろう t克己の"

を台'"."Cいる。 点字の引l定化!よ、責任法 般におけるものであるが、とれ

わけ関係寸るのは、競争訟であろっコ

特別法トおける民事者11裁のこのよ)(.::強化が ~Z.ì'i:者の 11'入を前JiE

とするものだ y しでも、裁判官もまた、競争法tツコ νミでのよ己法学{i-cn読

解を i-~RIfj するこ〉にょっと、特別j去のまミ効丹ジ〉強化に H献守ることがで

戸る c 二の点を-~;~伐に見ょうご

B 競争特別法の民法学者による読解

債務u、はさらに、設l'r.U、がそこから を?ワるミき樗i肢対象あるしは

エテルと[て用ρ られることにょっと、午1別法の補完物の役割Jを来たす

ことができる J はしたところ、このhlqH寸けは、 IJ積法にも 1，)，た解i)(

小ιrj認な河忠にl剖するようにも見える(競争法的特別JJ，;，J定J土、その怯i主

'"泳によって、債務一段U~(J)親父とは L主別されるからである、しかしな

うすら、この)1 卜は、探求;してみる↑山値があり、主わめてお、:)惇かなこ

ともありうるであろう U 競争特別渋lニ:土、 lづ1渋共における同;士規定主読

めはすぐにう孔っくように、 :5-:'J賞作の火長IJ レ 1中古市 60:;土-~誌の欠制 Y いろ問題

がある c lii務担、!よ、これらの欠如について救済策をJJlci!tすることができ

るどあろう u狩別規定lついて民法苧者によるがこ解を行うことにょっと a

〆りでは、競争J士の内均(j尾 民生を究寸るため仁ぜ適法の和祈lから

宗主、を得るとしぺ方|リを存くこノができ(1)、他方でiよ、これらつ J

刀法字削減J)首係 はけを!日jめ之pために債務リへの剖起訴!からう古色{を受ける

という方いjを説くヲと治宝できる (日入

1)債務j去の精神

裁判官は、抗争の!品切について出ましい内初首尾々貴司を備えさせる

ため仁、合通訟のチr'，科からノ門型、を引ることができる ここでの同窓l人

川氏法典;;j:j 漏れ 3 草改;草~~1t 13ì1条」

二日社S8(仁以)1)2に4; 1_:)，1)] 



l背 滞

干 J 為が引さ!~こす制妓と 1-J 為の詐仙との長!，-{了をヨjFKにする を忌日l'し

ておくことである υ 競7ししf、の l枢授の原則 iであり、撮)11を発見勺

る千段であるえ:1，':性原引が、 般利益こ似別利益この肢の悼I尖を解決す

る;邑，円;Pなることができるであろ与コこれらの衝突は、競争のけrtと柴
i\~10 斗 :1 シ(j)、あるいは説干のド~:11 c版予グノ との対立!c1_ て現れる f

したがって、競争の市1#を交け人れることがで#るのは、台告によゐ詰l

主であれ妹到liよる制視であれ、それらの制視がこの条件を"告にメせる

摂皮においてである〈

この延長線上に{立背 ~5(，-;-られるものであるが、行為の許↑白 J 行為への

制裁との院でより九きが;台性を時悔するために、千二対す，iJ市:J:l~えにつ

いても、類似の要件を要求することができるであろう ο とりわけ主主ま l

いと!とL えるのは、違法性に f干わせて制裁の詫井i を定める -:ìW;~~ÿJC)法巡

を発泌さ吋るこ円である}換言すれば、比例 :1tJ) 妄~;j ~士、事業主;二対し

てその行動や約務に|討しとi車日されるだけとなく、きまざまな削哉の決

定に B~' 込て、競争:VI係の ~-fν~ï :vIに<，1 しても治用される性質のものごある、

2 )債務;去の諸規範

債務法〈乃ぷ胤純に訴えることによって、抗争法の実効i'[を高めるとこ

もに、1事務作と競争法この院の凶足 以性やJJ害するここも fjT@になるに

この上うに主張することもうL当忙をな、す;つの却を、商法、典1.420-Z 

条 2墳にうこめら礼士いるfi:，[iti (l'J ~jJJli 0);:監)宍JCに求めることができる。

この規定は、目前午にそれが制定えれて以来、阪十↓的;こ次-;g]件をう;しぺ

いたわめl岳、 2U01年 1月15Hの点ffLYJって改，1されれわ かL、

この哉2三 IJ、それゼもなお、今日まで完令な :H:(ô'[~停止の状態にあるハ EE

bi l人トの 'i，献の表決にも;勺たもの Cある G PAkLEA五1，'-Les cl3LlSr:S 

d'cxclllに1¥:l，:-'， in Les t，inn;;alωcl問先向山-"f'σI1ln:ls crmcl川 enIN'trojcsswl山 rls，

Cu;]uque de 1']]) え d パ lx--ell ド引 ~-:T're. ~l--18 rnai 1990， :)[.: .. ¥1¥-'1.19仰いら lds

Si1:'C， p. i Iω52阿係l参:[託、 ¥1. ~!へLi\T :RYE --YTC¥' /¥L. "TI ll，jl lianl du仁川
日 ildそ la<':011にur:-elWド CCC df'c つ日出， j':ピpert':;

川、新たな規定にふれしぱ、 ダ〉る企業または中君主義 1 ，)1かそ心胤存または~~l:拾おで

忘る士'-の企業の淫i芹l'Ji;Ui!i次官!~1: i'官同川Jに子l吊寸る:{;'Jき.1;:;;:、ぞれが脱与の機

詑王にはそその情造手慢下てするおてれがある/人 .，;， iち??をによる栄!のX-j!まになゐ

[:ul ~lìJ、 S8i;;. 前、 2日40



競争王立':'におけと iJ-~{f;:s U

高ぴ)立1誌にあってこのa.;-;とをJl'iillし上与炉試みる企業l土、 (.JLんと -f-"< 
ての場台におし、て、フ、敗τる。それらのわ業lよ、経済的従属状態:こめる

こと奇主主に認め戸せるこいうところまでなかなか到i主で主なし hから

である 申山を乏けた機関:土、 -n:;土裁判所であれ競争評議会であれ、あ
る特定の事業再のもとに高業関係が集-:11._--ている;:f;l_l)1を審官寸る f これ

らの機関は、京王済(1'0';1属。 :J1T?':";;O)被 4士者だこ}張寸る者庁、そのよ

斗な状況にrらの判断で入り、その窃品供給J原または販売ソ】スを多様
化することを立つ J ときは、経済的むこ!取にちi>'!(7)存在を承認することを十戸

総守る J この集 :q止、存在日1::0次災から、つまり強制され ζ生じるもので

なければな(:，ず、れ治初Ff:r~ (7) it&) IJ ~主;トーを援 )11 しようとするオの

らI[じるものであってはならないのであるいコ 将glj~'士/乃完売)j的作fh に

対するすきさな障害がここにある c

で乙ので、この凶誰f乍J土、被害告の 7牛に関するRiJ、年在の救え

を t!f:u告の j坦桜に組み入れることによって:::;:'~'斉約五U;:.ê;の設用の副主を hU主主

に解釈するならば、取 /'1官、うことができるやあろう}経併的:fit属して

L ミると土~f< ~9 る企業ジ川、7土立な管乏を考慮するよ，1"，~土、?しかに筋の

直ったことであろう。しかL、そのことによって、制的均従慌の立証が

妨げられるべ主ものではな刊のである p 現時丙でほ同されてμ るjfl，告に

おいて、被古老のプ万一トは寄妙な Et~"":IJ ~:-来たしている被害さのブオ

i' (，土、宗-~~'斉:ドj従A~; を特徴つ it る最初の InjiHiにおいて考勝、きれ、契約の約

Fノらの全匿[l0な免支をもとら Lてしまっ亡いるのである口しかL、その

相千万の行為 l止、多くの場介には、半なる慨.t!~ をおえているわそうであ

る以 l、被当首Yメすして法支の利益を亙川知絶するのではなく、民法

?高の分析の市川nに従J 仁、それが涯で!;:，~ι れたものゼあると強制されf二

ものであるとにか7戸わらず、主主ij~ ~l0鮮民刀三存T三することをふ乍めるはつが

妥当である三の三とにJうても流用につしげー場合によっT差1;めをiH

じることが;J古EJP士るであろう。その c..C、被害者の市1::;皮をその金波長1;

{1';への権手lーを決定するに陀 Lζ考I有に入れるこシにすればよいのてあ

仏、ノ COll<.;川i:( fkc _ 1 ~ 11日立(1何l 削 o前日 l¥i， Pl九 HF':C:Sl1:HC:-.刊 oC'llvrc:Jiill 
b societe Bou"又U2ST冶iεCOIT'.conじele g~'ossiste Séock~Cclr. . C2SS. cor.l.. 3 oa:'s 

~C01.:じP G 20(川， 1. WJ 1-19， j:. 1273， r) b~;. I'--1仁H/¥.GNY

二日社S8(仁以)J)2~_'>'9 |むl



講演

るつここに見山きれるのが、民事責任法におい亡採られるljL論である。

位当の実現に寄守した被害者のブオートある行動は、責任の分割と、そ

の結果として適切な限度までの拍7t賠償額の編減をもたら dーのである。

経済的従属にあるT体を共通の取り扱いから免れさせるいかなる理由

もないし、その者にt~."ヰ賠償を付与する際にその者のフオートを考慮し

ない理由もない。経済的lif属のi監川が7オートの特徴をづけ以上、損害:

を与えた苫のフオートと被害者のブオートの相互の重大院を考[害して寅

停の配分が行われるべきなのである。

このように、被害者のフオートがある場合において、民事責任法にお

いて採川されている推論を持ちこむならば、経済的従属の濫JIJ禁止に関

する新たな解釈がロl能になるであろう c この新たな解釈は、民法学者の

推論により ~1干するものであろうし それはそこから着旬、を得ている

のである 、なによりも、これまで機能してこなかった禁I1術開の実

効性を強化するものであろう。債務法に訴えることは、特別法の生産性

の低下と同義ではないのであって、その証明の必要があるとするならば、

以卜の点がその証拠となる c

競争特別法の代半キ物としてであれ補完物としてであれ、債務法は、競

争秩序において選ばれた地i止を占めている U 特別法の限界を回しそのモ

デルとなるという債務法の二重の役割を強制することによって、将来に

おいて債務法の地位を高めていくことができるであろう。それは、とり

わけ規範の節約を天現することを、そして、波予法の J五効性を保全し、

さらには強化しつつ、企業の目由をより尊重する解決を採川Jすることを

ロl能にするであろうハ他方、この方10J性を真実1)に考f童十るためには、そ

れと並行して債務 般法を刷新することが呂、安である c この刷新は、 R

法典第3編第3章の改正中系がとりわけ示しているように、フランスに

おいですでに現実的に考え始められているものであるが、そこでは、競

す.1)去のような特別法から柑想を科、 F3警を受けることがありうるであろ

う。つまり、債務法肉牛の道具としての競争法である c 法の専門領域化

のメリットに関心を持つことを要訂するMと美しいテーマであろうか!

しかし、この問題を展開しようとすれば、 H本またはフランスにおいて

別のンンポジウムを企画することが必要になるであろう。その日l能性は

[:l:J] ltiJと58(;;-364)25汲3



競争秩序における債務法

将来にかかっている F

(訳者注記)本稿「総予秩序における債務法 フランス法からの考然

」および以「に掲載する「競争法と指害賠償訴権」は、 zω6年11月

に、ミュリエル・シャニイ (MuriclCH!¥GNY) ベルサイユ=サンカン

タン・アン・イヴリンヌ大学教授をお招きして行った研究会における 1，，)

教J廷の報f与を翻訳したものである。シャニイ教J廷は、引)04年に iぬ予法

と債務一般法』と題する1000ftを超える治倫な博士論文をグローズ十十か

ら山収L (Muric1 CHi¥G¥lY， JJroil de品 川町urrenceel droil 川 nmundω 

οhligαtiοns， p了ef.J. Ghestin， D凡lloz，l'oll. Nouv. bibL th.， vol. 32. 2日04，)、

限ィ主リを浴びた殺すl法と民法をで宇門とする若干のホープである。続下

~í全のエンフォースメントに私人を ifi川しようとし、そのような存~~/:cから

民法の果たしうる役割を再詐価しようとするシャニィ教授の基本的発想

は、フランスにおいて土流になっている学説とは言えないものであるが、

〈競争秩序と民伐〉という問題を考察するに際して示峻に高むものと考

える c翻訳を公表することにした所以である。来日して報古して十きり、

またその翻訳公表をこ快諾下さったシャニィ教授には、改めて厚く御礼

中Lrlfたいっ

なお、シャニイ救授の米円は、刺学研究費基盤A '市場環境・生活環

境の秩1+形成における公私の協働 〈公共凶〉の実定法学的構造J(代

表:吉目立己)の招聴に基づくものである c また、本稿「競争秩庁，にお

ける債務I去 フランス法からの考祭」は、 2006作11月24日に北海道大

学において、上記科研耐究会と北大R'存法研究会との共催で開催された

研究会における報告である(通訳、山川克己)η 以下に掲載する「続中

法と損害賠償訴梓」は、 1，，)年11月22Hに東京大学において開催された少

人数の非公開の研光会における報むである(この研光会は、通訳なしで

フランス請を使JIJ言語として行われた)。
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